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次 第 

１．開   会 

２．点   鐘 

３．JCIクリード唱和 

４．JCIミッション並びにJCIビジョン唱和 

５．JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

６．出席者の確認 

７．配布資料の確認 

８．議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９．議題の確認 

１０．理事長挨拶 

１１．直前理事長挨拶 

１２．理事長報告 

１３．委員会報告 

１４．審議事項 

第 １号議案 家族会 事業計画（案）補正予算（案）に関する件 

第 ２号議案 家族会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ３号議案 ４月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ４号議案 ６月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第 ５号議案 ７月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第 ６号議案 新入会員ガイダンスの調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）に関する件 



第 ７号議案 その他 

１５．協議事項 

第 １号議案 夏期講習 事業計画（案）予算（案）について 

第 ２号議案 仮入会員研修の調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）について  

第 ３号議案 その他 

１６．報告依頼事項 

 第 １号議案 しまなみ３JC 事業報告（案）について 

 第 ２号議案 その他 

１７．連絡事項 

１８．監事講評 

１９. 次回開催日の確認 

２０．点   鐘 

２１．閉   会 
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理事長報告 
 ５月 ６日（金） 第５回理事会 於：ZOOM 

５月１４日（土） 創立６５周年記念式典 於：尾道国際ホテル/WEB 
５月２６日（木） 第５回正副理事長会議 於：事務局 
６月 ２日（木） ６月合同委員会 於：ベイタウン尾道 

 ６月 ６日（月） 第６回理事会 於：尾道国際ホテル 
 
事務局連絡 
 ６月１０日（金） 会員会議所会議 於：尾道国際ホテル 
 ６月１１日（土） ブロックアカデミー 於：尾道市内 
 ６月１６日（木） ６月例会 於：尾道国際ホテル 
 ６月１８日（土） 地区コンファレンス 於：松江市内 
     ～６月１９日（日） 
 ６月２６日（日） 三原青年会議所６０周年記念式典 於：三原市内 
 ６月２７日（月） 第６回正副理事長会議 於：事務局 
           上程締切  ６月２１日（火） １７：００まで 
 ７月 ４日（月） ７月合同委員会 於：ベイタウン尾道 
 ７月 ６日（水） 第７回理事会 於：尾道国際ホテル 
 ７月 ８日（金） ブロック野球大会前夜祭・抽選会 於：フォレストヒルズガーデン 
 ７月 ９日（土） ブロック野球大会 於：やまみ三原市民球場 
 ７月１５日（金） ７月例会 於：尾道国際ホテル 
 ７月１６日（土） 日本 JC サマーコンファレンス 於：横浜市内 
     ～７月１７日（日） 



期間　2022年4月22日～2022年5月20日
委　員　会　名 日　時 場　所 議　　題

4月22日 製鐵原料 本事業について
4月23日 高須小学校 式典について
4月26日 製鐵原料 式典・本事業について
4月27日 桂馬 式典・本事業について
4月28日 国際ホテル 式典リハーサル
5月2日 LINE 式典・本事業について
5月6日 桂馬蒲鉾商店 式典について
5月7日 国際ホテル 式典リハーサル
5月11日 事務局 式典について
5月12日 オンライン 本事業について
5月13日 国際ホテル 式典リハーサル
5月18日 村一番 本事業について
5月19日 桂馬 本事業について
4月28日 しんでん ６月合同委員会・７月例会について
5月10日 事務局 ７月例会について
5月16日 301 ブロックアカデミーについて

5月2日 大関 夏期講習について
5月18日 ふれあいの里 夏期講習について

4月26日 事務局 ブロアカ・説明会・事業・９月例会について
5月6日 事務局 ブロアカについて
5月13日 事務局 ブロアカについて
5月16日 301 ブロアカ説明会について
5月18日 事務局 ブロアカ説明会について
4月27日 事務局 家族会・例会について
5月3日 ZOOM ６月例会について
5月6日 事務局 家族会・例会について
5月16日 301 ブロックアカデミーについて
5月18日 事務局 例会について
4月28日 尾道ワーフ 異業種交流会について
5月2日 オンライン ４月例会・しまなみ３JCについて
5月20日 尾道ワーフ 新入会員懇親会

青少年育成委員会

会員拡大委員会

委　員　会　報　告

総務広報委員会

共創まちづくり委員会

６５周年実行特別委員会

まちの未来創造委員会



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：青少年育成委員会 

                                                    委員長名：半田 祐喜    

（１）議案名 

家族会 事業計画（案）補正予算（案）に関する件 

 

（２）事業名   

    テーマ「そうぞうしよう！カラクリエイト」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    家族会を開催しましたが、事業報告をするにあたり、金額変更等があり予算の変更があったた

め補正予算を作成します。 

     

（４）事業目的（趣旨） 

ａ．（対外）  

ｂ．（対内）  

        

（５）事業概要 

ａ．実施日時  ２０２２年 ４月１７日（日） ９：３０〜１５：００         

  ｂ．場  所  原田芸術文化交流館やまそら 

  ｃ．予算総額   ￥２６２，５００（詳細は別紙予算書） 

  ｄ．参加人員   内部 ３６名  外部 ４２名  計 ７８名 
             （外部内訳：配偶者 ７名、子ども ３５名） 
  ｅ．実施組織・推進リーダー青 少年育成委員会 幹事 岡村 虹二 

                        委員 中司 昌克 

ｆ．実施手順・プログラム    

   ２０２２年 ５月 ２６日（木） 第５回 正副理事長会議 審議 

         ６月  ６日（月） 第６回 理事会     審議 

       

６）審議のポイント 

   補正予算について 

 

（７）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 



（８）他委員会への依頼事項等 

 

（９）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

見積書（参考資料） 

 

 

第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 
 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 当初予算 補正予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 100,000 100,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 314,500 162,500 152,000
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 補助金収入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

414,500 262,500 152,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 当初予算 補正予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 5,000 6,500 -1,500
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 5,000 6,500 -1,500
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 405,500 247,614 157,886
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 405,500 247,614 157,886
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 420 234 186
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 420 234 186
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出 振 込 手 数 料 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 法 被 ク リ ー ニ ン グ 費 0

事 業 予 備 費 支 出 3,580 8,152 -4,572
414,500 262,500 152,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

家族会　テーマ「そうぞうしよう！カラクリエイト」

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支補正予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 当初予算額 補正予算額 差異 備考
事業費繰入収入 事業費繰入収入 100,000 100,000 0
登録料収入 登録料収入 4000円×63名→36名 252,000 144,000 108,000 正会員

500円×125→37名 62,500 18,500 44,000 その他３歳以上
0
0
0
0
0
0

414,500 262,500 152,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 当初予算額 補正予算額 差異 備考
会場設営費支出 会場費 施設利用料等 5,000 6,500 -1,500 原田芸術文化交流館やまそら

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

5,000 6,500 -1,500
企画演出費支出 企画演出費 11,233 ダイソー

46,547 ユーホー
3,470 ナフコ

20,216 Amazon
3,179 ドン・キホーテ

昼食材料（@1,500円×188名→73名） 282,000 109,500 172,500 宮徳
お菓子（77名→35名） 38,500 22,570 15,930 お菓子本舗
飲料（お茶50本・水50本） 30,000 6,900 23,100 ダイレックス

16,038 ユーホー
4,077 ダイソー
3,884 パッケージプラザ

0
0
0
0
0
0
0

405,500 247,614 157,886
資料作成費支出資料費 アンケート（@3円×140枚→78枚） 420 234 186 事務局

0
0

420 234 186
0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
参加記念品代支出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 0 3,580 8,152 -4,572
414,500 262,500 152,000

-8,99915,000

収支補正予算明細書（案）

家族会　テーマ「そうぞうしよう！カラクリエイト」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

40,000 -44,645カラクリ装置材料

合　　計　　

昼食備品

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



 
  











 



 







 







 



一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 
審議 事項 
                                                             委員会名：青少年育成委員会 
                                                             委員長名：半田 祐喜 

  
（１）議案名    

議案名 家族会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 
（２）事業名 

そうぞうしよう！カラクリエイト 
 
（３）事業実施に至る背景 
    電子メディアやゲームの進化によって、子供の遊びは今と昔で大きく変化しました。その為「与

えられた課題をこなす」のは得意でも、何もないところに自ら問題を見つけ「０から１を生み出す」

想像力が低下していると感じます。想像力の大切さを家族や仲間と楽しみながら実感して頂く必要

があります。 

 
（４）事業目的（趣旨） 

      ａ．（対外） 

ｂ．（対内）仲間や家族とトライ＆エラーを繰り返しながら一緒に作業することで、絆をより一層

深めることに加え、シンプルがゆえに奥が深く、ひらめき次第で色々な展開ができる

作業を通して、子供たちの「想像力」と「創造力」を向上させることを目的とします。 

 

（５）実施日時  ２０２２年 ４月１７日（日） ９：３０〜１５：００ 
 
（６）場  所  原田芸術文化交流館やまそら 
 
（７）参加人員   内部 ３６名  外部 ４２名  計 ７８名 
             （外部内訳：配偶者 ７名、子ども ３５名） 
 
（８）事業の目的は達したか？ 

アンケート結果から、想像を形にする難しさを体験して頂けたことがわかりました。そのような

状況でも、子どもの想像力を尊重したり、仲間と協力しあったりしながら作業する姿が見られま

した。完成した作品はどれも個性豊かな作品ばかりで、「想像力」と「創造力」の向上ができた

と考えます。最後にはバラバラに作った作品が一つになりゴールを目指すことで、全員が一つの

目標を目指し、驚きや感動を共有できたことで仲間や家族との絆が深まったように感じました。

よって､事業目的は達成されたと考えます。 
 
（９）実施上の問題点 

・当日は晴天に恵まれましたが、前々日に雨が降った影響で、昼食をとる予定だった場所に水溜り

ができていました。その為、場所を変更して設営することになりました。当日の雨は想定してい



ましたが、それまでに降った雨で水溜りができることも視野に入れておく必要がありました。 
・カラクリ装置作りを当委員会で作成した際、想像以上に難しく制作には時間がかかる事が分かり、

制作時間を多めに設えました。しかし、集中力が続かなかったり、早く作り終わったグループは

時間を持て余したりしていました。何かオプションを設えておく必要があったかもしれません。 
・竹飯盒での炊き込みご飯は、何度も試作をしましたが、大きさの異なる竹で安定した時間で炊き

上げるのが難しく、タイムスケジュール通り炊き上げるには火力が必要になり、想定したよりも

木炭の数が必要となりました。余裕を持ったスケジュール設定をしておくべきでした。 
・竹飯盒の炊き上がる時間が異なり、炊き上がってから十分蒸す時間を取れた場合は問題なかった

のですが、ぎりぎりで炊き上がって急いで配った竹飯盒は熱が残っており、テーブルの天板を一

つ焦がしてしまいました。新聞紙を敷いていましたが不十分でした。しっかり熱を遮断するもの

を用意しておくべきでした。 
・炊き込みご飯に使用した鶏肉は炊き上がっても少し赤みがかった仕上がりになるものだった為、

火が通っていないように感じ不安になっている方がいました。そのような不安を取り除く為にも

食材の選定に気を配る必要がありました。 
・当日、いきなりカラクリ装置を作り出すのは難易度が高かったかもしれません。事前に予備知識

として、用意した材料を伝えたり、作り方のコツなどをまとめた資料や動画などを配信したりし

てもよかったかもしれません。 
・前日も会場をお借りしていましたが、準備が長引き延長料金がかかってしまいました。余裕を持

った計画を立てるなら、前々日ぐらいから会場予約をしておく必要がありました。 
 

（10）次年度への引継事項 
   ・過去の家族会は、配偶者が一定数参加する想定で会費を設定していました。しかし配偶者の参加

が少なくなると、予算組みが難しくなる可能性があった為、本年度の家族会では、会員の会費を

少し高めにさせて頂き、配偶者と子ども（３歳以上）は一律にすることで、予算組みや事業内容

に大きな変更をせず行うことが出来ました。 
・屋外で行う場合は、雨天の場合の会場レイアウトは当然必要ですが、前日までの天候も想定して

おく必要があります。 
・手間のかかる会場設営がある場合は、リハーサル時の様に、終わったら一度撤収するのではなく、

前々日ぐらいから会場を押さえ、設営したままの状態で当日を迎える様にすると余裕が出来ると

思います。 
・今回、配偶者の参加が少なかったので、配偶者が参加したくなるような仕掛けを考えるのも必要

かもしれません。 
・仮入会員や、そのご家族を招待するような設えを考えても面白いかもしれません。 

 
（11）委員長所見 
    想像以上に皆さんの作った装置のレベルが高く個性豊かだった事に驚きました。スタート部分の

装置は最初に作り方を説明したので、「お手本通りに作らないといけない。」と固定概念が生まれ

そうなところですが、それぞれの装置に合わせてアレンジをしていて、創意工夫をしている姿が見

られました。さらに、皆さんが作った装置を見ていると、私には考え付かなかった道具の使い方を

している物があり、私自身もまだまだ想像力が足りないなと感じたと同時に、個性があるからこそ

面白くて、さまざまなアイデアが生まれるのだと実感しました。 
    反省点も多々ありますが、大きな事故やトラブルがなく無事に終えられたのは、メンバーのご協



力やご家族の理解があったからこそだと感謝しております。 
    今回の反省を活かし、今後良い事業を創り上げていきます。ありがとうございました。 
 
（12）添付資料 

事業収支計算書（案） 
収支計算明細書（案） 
アンケート結果（参考資料） 

 
第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 

 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 100,000 100,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 162,500 162,500 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

262,500 262,500 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 6,500 6,500 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 6,500 6,500 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 247,614 247,614 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 247,614 247,614 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 234 234 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 234 234 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

8,152
262,500 262,500

●余剰金 ¥8,152

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

家族会　テーマ「そうぞうしよう！カラクリエイト」

8,152

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 備考

事業費繰越収入 事業費繰越収入 100,000 100,000

登録料収入 登録料収入 4000円×36名 144,000 144,000 正会員

500円×37名 18,500 18,500 その他３歳以上

262,500 262,500

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 備考

会場設営費支出 会場費 施設利用料等 6,500 6,500 原田芸術文化交流館やまそら

6,500 6,500

企画演出費支出 企画演出費 11,233 11,233 ダイソー

46,547 46,547 ユーホー

3,470 3,470 ナフコ

20,216 20,216 Amazon

3,179 3,179 ドン・キホーテ

昼食材料（@1,500円×73名分） 109,500 109,500 宮徳

お菓子（35名） 22,570 22,570 お菓子本舗

飲料 6,900 6,900 ダイレックス

16,038 16,038 ユーホー

4,077 4,077 ダイソー

3,884 3,884 パッケージプラザ

247,614 247,614

資料作成費支出 資料費 アンケート（@3円×78枚） 234 234 事務局

234 234

0 0

0 0

参 加 記 念 品 代 支 出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕 入 支 出

雑 費 支 出

8,152

262,500 262,500

昼食備品

収支計算明細書(案)

家族会　テーマ「そうぞうしよう！カラクリエイト」

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

8,152

  余 　　　剰　 　　金　　　

カラクリ装置材料

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

事業費支出









一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

  委員会名：会員拡大委員会

委員長名：沼尾 一

（１）議案名 ４月例会事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名 テーマ「 緊急拡大会議 あなたの拡大魂に SWICH ON」 

（３）事業実施に至る背景 

 近年卒業者数より入会者が少ないため会員の減少が止まらない状況があります。その要因の一

つに、拡大活動に全員で参加できていない現状が存在します。尾道青年会議所が街にこれからも

貢献し続ける団体であるためにも、今一度問題意識もち、課題を共有する必要があります。 

（４）事業目的（趣旨） 

  ａ．（対外） 

ｂ．（対内）会員拡大するためには、会員全員で活動していくことが大切です。その為に、一

人一人の意識改革をし、４月以降の拡大活動の士気を高めます。 

（５）実施日時  ２０２２年 ４月 １８日（月） 

（６）場  所  尾道国際ホテル

（７）参加人員 内部 ３９名   外部 ２名   計 ４１名

（８）外部協力者 日本JC シニアクラブ 拡大支援委員会

  中国地区担当 副委員長 木村優一 氏 

日本JC シニアクラブ 拡大支援委員会

 委員 加藤 秀一 氏 

（９）事業の目的は達したか？ 

  アンケートの集計結果から「拡大の必要性について再認識できましたか」という設問に対し、ア

ンケートを回収した３９名全ての方から「はい」という回答を頂きました。また、「尾道青年会

議所の魅力についての再認識することができましたか」という設問に関しても、１名の方を除き

魅力を再認識したとの回答をいただきました｡本例会に対して、一定の評価をいただけたと思いま

す。 

 さらに、「いままで一回も勧誘をしたことがない人が、この例会を通して、勧誘に行こうと思

いましたか」という設問を通して、拡大をしたことがない人１１名全員が「行こう」と思えたこ

とは大きな成果と言えると思います。

また、本年度導入したパズルでは、勧誘有無が明確になるように、ピース裏に拡大委員会が名



前を書き事務局に張り出すことで、明確化することができました。その成果もあり、５月２０日

時点で、４２名もの方に訪問いただくことができました。６月末まであと１ヶ月間ありますの

で、この調子で全員による拡大訪問達成を目指していけるようします。 
    ワークショップに関しては、各テーブルで積極的に意見を出されていました。集約して一言で

伝える難しさがある中で、「仕事のつながりが増える」と「仲の良い人と仕事ができる」といった

二つの意見を「安心感のある人たちと仕事ができる団体」とスマートにまとめているチームもい

ました。このワークショプの狙いは短時間で結論を出すことではなく、コンパクトに伝える難し

さを実感することと、木村氏の筋トレを例に用いた「魅力的な団体の伝え方」と比較してもらう

ことが目的でした。その為、話し合いの中で複数の意見を集約して、一つのフレーズを生み出す

ことは、多くの気づきと学びがあったと感じています。 

    講演に関しては、予定より前半の講演時間が短く、後半の講演内容を拡大して頂きました。打

ち合わせ段階で、講演内容を踏まえた正確な想定が不十分だったと思います。 

    木村氏の言葉や行動力を学び、今まで拡大活動をしてきているメンバーであっても、拡大訪問

の固定概念を大きく変えることができたとの意見や、「勧誘で入れた人が責任を取る」「５マ

メ」といった、心に残る言葉に多くの気づきと学びを得たとの回答があり、例会の目的である、

一人一人の意識改革の達成ができたと思います。以上の点から本例会の目的は達成したと考えま

す。 
 
（10）実施上の問題点 
    当日木村氏とは別にアシスタントとして、加藤氏（日本JC シニアクラブ 拡大支援委員会委 
   員）がご参加されました。事前打合わせにない飛び入りの参加でしたので、机の設置や、シナリ

オ調整をした上で対応しましたが、打ち合わせが不十分だったと思います。数日前には、予定や

進行に変更がないか、講師側に確認する必要がありました。 
実施上ホテル側から言われている設えではあるものの、パーテーションがある状態でのワーク

ショップは声が通らず、立って席を近づけての議論になり、３月例会時に挙げられた課題に対し

て、十分に対応できませんでした。一部の円卓は、薄いフィルムによるパーテーションの席であ

った為、声も通ったのか、普通に議論しているようでした。薄いパーテーションの有無や個数

を、事前に確認しておくべきだったと思います。 
 
（11）次年度への引継事項 
    コロナ禍におけるワークショップを開催する場合、声が通るようにスマートフォンでグループ

通話にして臨むなど、ワークショップにおける配慮が必要と感じました。また、円卓には席数が

最大６名掛けになる為、その際の人数割、委員会ごとでの出席者の確認が事前に必要だと思いま

す。 
 
（12）委員長所見 
    本例会は、拡大意識の改革および、今後２年間の多数の卒業予定者を迎える危機意識の共有に

もなったと感じております。これまでも拡大は必要だと感じているメンバーは多くいましたが、

拡大活動に反映されていない状況がありました。本年は１人１訪問の目標を掲げることで、全会

員を拡大活動に巻き込み、会全体が一丸となって拡大することの意義、必要性について感じても



らいたいと考えました。皆様の力をあわせることで、大きな拡大活動の流れが生まれます。本例

会の学びを、会員拡大委員会が率先して実践してまいりますので、引き続きご協力の程宜しくお

願い致します。 
 
（１３）添付資料 

①事業収支計算書（案） 
②収支計算明細書（案） 
③４月例会アンケート結果（参考資料） 

第６回理事会  ２０２２年 ６月 ６日 
 
 

 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

60,000 60,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 7,000 7,000 0 ㈲メディアジャンクション
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 7,000 7,000 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 11,760 10,840 920 元祖パズル屋
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 11,760 10,840 920
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 10,615 10,615 0 尾道国際ホテル
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 10,000 10,000 0 ㈲桂馬蒲鉾商店

小　計 20,615 20,615 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 189 189 0 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 189 189 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 800 800 0 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

20,556
60,000 60,000

●余剰金 ¥20,556

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

緊急拡大会議 あなたの拡大魂にSWITCH O

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

19,636

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 60,000 60,000 0

0

0

0

0

60,000 60,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 7,000 0 ㈲メディアジャンクション

0

0

0

0

0

0

7,000 7,000 0

企画演出費支出 企画費支出 パズル 11,760 10,840 920 元祖ぱずる屋さん

0

0

0

0

0

0

11,760 10,840 920

資料作成費支出 資料費支出 資料（＠3円×63枚） 189 189 0 事務局

0

0

0

0

0

0

189 189 0

講師関係費支出 記念品代支出 記念品代 10,000 10,000 0 ㈲桂馬蒲鉾商店

講師関係費支出 宿泊費支出 禁煙シングル朝食付き 10,615 10,615 0 尾道国際ホテル

0

0

0

0

0

20,615 20,615 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 800 484 316 振込手数料

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

19,636

20,872

60,000 60,000

収支計算明細書(案)

緊急拡大会議 あなたの拡大魂にSWITCH ON

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出



例会後アンケート 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで拡大訪問したことのない１１名に拡大の必要性を感じてもらったことで、拡大訪問数の増加

が今後予想される。 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

審議 事項 

委員会名：青少年育成委員会 

委員長名：半田祐喜 

（１）議案名

６月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

（２）事業名

テーマ「０から創造する脳のカラクリ」

（３）事業実施に至る背景

目まぐるしく変化している現代社会において、ビジネスや地域コミュニティーでも様々な変化

が求められており、０から１を創り出す想像力が非常に重要なポイントとなっています。青少年

育成の場面では、大人の固定概念が、子供の想像力の芽を摘んでいることがあります。個性を伸

ばし、心豊かな子供を育てるには、まず大人が自由で柔軟な考え方を身に付ける必要があります。 

（４）事業目的（趣旨）

ａ．（対外） 

ｂ．（対内）青年会議所メンバーはビジネスや地域でリーダーとして牽引する立場です。どのよ 

うな状況においても的確な判断が出来るように、想像力や発想の幅を広げることを

目的とします。また、子育て世代の我々が柔軟な考え方を身につけ、無限の可能性

を秘めている子どもの個性を伸ばし、未来のリーダー育成の一助とします。 

（５）事業概要

   ａ．実施日時 ２０２２年 ６月１６日（木） １９：００～１９：１０ セレモニー 

１９：１０～２０：５０ 例会行事 

２０：５０～２１：００ セレモニー 

  ｂ．場 所 尾道国際ホテル 

  ｃ．予算総額  ￥６０,０００（詳細は別紙予算書） 

 ｄ．参加人員  内部６３名   外部  ７名  計 ７０名 

（外部内訳：仮入会員 ７名） 

ｅ．動員計画 

ｆ．外部協力者 Ｍｕｋｕ－Ｓｔｕｄｉｏ 代表 野出正和 氏 

  ｇ．実施組織・推進リーダー 青少年育成委員会 委員 長坂 侑 

  ｈ．実施手順・プログラム 

２０２２年 ４月２６日（火） 第４回正副理事長会議   協議 

２０２２年 ５月 ６日（金） 第５回理事会 協議 

２０２２年 ５月２６日（木） 第５回正副理事長会議 審議 

２０２２年 ６月 ６日（月） 第６回理事会 審議 

２０２２年 ６月１６日（木） 例会 実施 



（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    本例会は、Ｍｕｋｕ－Ｓｔｕｄｉｏ代表である野出正和氏を講師としてお招きし、ワークショッ

プを交えたご講演をしていただきます。 

    講師の野出氏は、「おもちゃに遊ばれないで遊びを作りだせるシンプルで安全なおもちゃ」を開

発され、固定概念にとらわれず自由な想像力を育むきっかけづくりに日々没頭されております。 

    日々、想像力をフル活用されている野出氏に、本例会テーマである「０から創造する」ために取

り組まれていることをご講演いただきます。 

講演の後に、ハサミと紙コップを使用した、ワークショップ行います。どのような言葉選びや伝

え方をすれば、受け取る側が理解しやすくモチベーションが上がるのか。ということを、ハサミの

使い方を一例として、心理的な部分を踏まえながら実践していただきます。 

会場出入口では、野出氏の作品や書籍の展示・販売を行います。購入を希望される方はその場で

現金にて購入することが可能です。 

     

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

柔軟に発想する思考を学ぶことで、仕事での問題解決や新たな挑戦、青年会議所メンバーとの良 

いチームづくりに役立つことが期待できる。さらに子育て世代の私たちが「そうぞうすることの大

切さや楽しさ」を理解することで、これから０から１を創ろうとしている子供たちの、無限の可能

性を引き出す一助になると考えます。 

 

（８）審議のポイント 

    内容、予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

意見）背景にある、大人が子供の想像力の芽を摘んでいる、の具体的な話を教えてください。 
対応）保育の現場で先生によって子供への対応が違う。子供の好奇心や行動をすぐに注意して止め

てしまう。 
 
意見）どのようなアプローチをして講師に内諾を頂いたのか。 

対応）家族会の時に装置の相談をし、アドバイザーをお願いしたが、予算的に断られた。しかし、

６月例会のことでもう一度連絡し、お願いしたところ、承諾していただいた。 
 

意見）アンケートについて「なかった」と答えた人の意見も記述したほうが良いのではないですか。 
対応）アンケート内容を見直し、変更しました。 

 

意見）ワークショップでは、「０から１」より「伝え方」を教えるのですか。 
対応）０から１を創っていく子供の興味をなくしてしまわないようにすることが大切で、その際に

伝え方も大切になります。 
 
意見）Webでもワークショップをしてもらいたいと思います。 

対応）講師と相談し、Web開催時でもワークショップができるような設えに変更しました。 
 
意見）ワークショップについて、講師が回ってくるまで、どうやって待っているのですか。 

対応）講師が全体の様子を見ながら声がけする内容となっています。 
 
 



 

意見）委員会メンバーは各テーブルで対応するのでしょうか。 
対応）ワークショップ時、各テーブルに当委員会メンバーを配置し、講師のフォローをします。 

 

意見）会場での物販は何を置くのでしょうか。 
対応）別紙資料を作成しました。 

 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

     一人でも多くのメンバーに参加して頂きたい為、委員長・副委員長からメンバーに参加依頼を周

知徹底して頂きますよう、よろしくお願い致します。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

    収支予算明細書（案） 

タイムスケジュール（案） 

事業概要（案） 

講師プロフィール（参考資料） 

講演資料（参考資料） 

物販リスト（参考資料） 

会場レイアウト（案） 

看板レイアウト（案） 

アンケート（案） 

案内 現役会員用（参考資料） 

案内 特別会員用（参考資料） 

案内 現役会員用 WEB開催（参考資料） 

案内 特別会員用 WEB開催（参考資料） 

看板作成見積書（案） 

講師見積書（案） 

第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 



事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000 有限会社メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 550 -550 ダイソー（紙コップ）
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 550 -550
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 50,000 -50,000 Muku–Studio　野出正和　（源泉所得税含む）
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 50,000 -50,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 189 -189 事務局（@3×63名）
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 189 -189
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 2,261 -2,261

0 60,000 -60,000支　　出　　合　　計

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

　

　

業

　

　

費

　

　

支

　

　

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

６月例会　テーマ「０から創造する脳のカラクリ」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰越収入事業費繰越収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営支出 看板代 7,000 有限会社メディアジャンクション

7,000

企画演出費支出企画費支出 紙コップ（1人5個） 550 ダイソー（60個入り×5）

550

講師関係費支出諸謝金支出 講演料 50,000 Muku–Studio　野出正和

50,000

資料作成費支出資料費支出 アンケート 189 事務局（＠3×63名）

189

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 2,261

60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

６月例会　テーマ「０から創造する脳のカラクリ」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　





















 
尾 青 会 発   号 

                            ２０２２年  月  日 
会 員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     今 岡 正 英  
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     半 田 祐 喜 

 
  ６月例会のご案内（参考資料） 

 
拝啓  向夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、６月例会では Muku–Studio 代表 野出正和氏をお招きし、「０から創造する脳のカラクリ」という 

テーマでご講演頂きます。 

トイクリエイターであり、「世界の果てまでイッテ Q」のピタ出川スイッチなどを手掛けた、カラクリ 

装置作りの第一人者でもある野出氏から、固定概念で凝り固まった脳をほぐし、柔軟な思考を学ぶことで 

仕事での問題解決や新たな挑戦、青年会議所メンバーとの良いチームづくりに役立つ内容となっておりま 

す。そして、これから０から１を創ろうとしている子供たちの、無限の可能性を引き出すための一助とし 

て頂きます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 

 
記 

 
日     時  ２０２２ 年 ６月１６日（木）１９：００～２１：００ 

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「０から創造する脳のカラクリ」 

講     師  Muku–Studio 代表 野出 正和 氏   

例会担当委員会  青少年育成委員会 

返 信 締 切  ６月１０日（金） 必着 

返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。 

 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます。 

会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

 

以 上 

 



 

尾 青 会 発   号 

                            ２０２２年  月  日 

 

特別会員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長  今 岡 正 英 

副理事長  高 橋 建 太 

委 員 長      半 田 祐 喜 

 

  ６月例会のご案内（参考資料） 

 

拝啓  向夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、６月例会では Muku–Studio 代表 野出正和氏をお招きし、「０から創造する脳のカラクリ」という 
テーマでご講演頂きます。 
トイクリエイターであり、「世界の果てまでイッテ Q」のピタ出川スイッチなどを手掛けた、カラクリ 

装置作りの第一人者でもある野出氏から、固定概念で凝り固まった脳をほぐし、柔軟な思考を学ぶことで 

仕事での問題解決や新たな挑戦、青年会議所メンバーとの良いチームづくりに役立つ内容となっておりま 

す。そして、これから０から１を創ろうとしている子供たちの、無限の可能性を引き出すための一助とし 

て頂きます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 
敬 具 

記 

 

日     時  ２０２２ 年 ６月１６日（木）１９：００～２１：００ 

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「０から創造する脳のカラクリ」 

講     師  Ｍｕｋｕ－Ｓｔｕｄｉｏ 代表 野出 正和 氏   

例会担当委員会  青少年育成委員会 

返 信 締 切  ６月１０日（金） 必着 

返  信  先  (一社)尾道青年会議所  FAX 0848-20-1112  E-Mail ojc@urban.ne.jp 

 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます 

会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控えください 

 

※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡ 

 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 

 

 

６月例会出席返信 

 

出 席 します｡ 

 

 

お名前：                   



尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年  月  日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英  
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     半 田 祐 喜 

 

  ６月例会のご案内（参考資料） 
 

拝啓  向夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、６月例会では Muku–Studio 代表 野出正和氏をお招きし、「０から創造する脳のカラクリ」という 

テーマでご講演頂きます。 

トイクリエイターであり、「世界の果てまでイッテ Q」のピタ出川スイッチなどを手掛けた、カラクリ 

装置作りの第一人者でもある野出氏から、固定概念で凝り固まった脳をほぐし、柔軟な思考を学ぶことで 

仕事での問題解決や新たな挑戦、青年会議所メンバーとの良いチームづくりに役立つ内容となっておりま 

す。そして、これから０から１を創ろうとしている子供たちの、無限の可能性を引き出すための一助とし 

て頂きます。 

※新型コロナウイルスの蔓延状況を鑑み､本例会は WEB にて実施致します。 

敬 具 

 
記 

 
日     時  ２０２２ 年 ６月１６日（木）１９：００～２０：４５ 
場     所  WEB 開催（zoom） 

URL：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

ミーティング ID：○○○ ○○○ ○○○ 
パスコード：○○○○○○ 

例     会  テーマ「０から創造する脳のカラクリ」 
講     師  Muku–Studio 代表 野出 正和 氏   
例会担当委員会  青少年育成委員会 
返 信 締 切  ６月１０日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。 
 

※例会中はご自身の発言時以外はマイクをミュートにして頂きご参加ください。 

※各自ハサミと事前に配布した紙コップ（５個）をご用意ください。 

 

以 上 

 



尾 青 会 発   号 

                            ２０２２年  月  日 

 

特別会員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長  今 岡 正 英 

副理事長  高 橋 建 太 

委 員 長      半 田 祐 喜 

 

  ６月例会のご案内（参考資料） 
 

拝啓  向夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、６月例会では Muku–Studio 代表 野出正和氏をお招きし、「０から創造する脳のカラクリ」という 
テーマでご講演頂きます。 
トイクリエイターであり、「世界の果てまでイッテ Q」のピタ出川スイッチなどを手掛けた、カラクリ 

装置作りの第一人者でもある野出氏から、固定概念で凝り固まった脳をほぐし、柔軟な思考を学ぶことで 

仕事での問題解決や新たな挑戦、青年会議所メンバーとの良いチームづくりに役立つ内容となっておりま 

す。そして、これから０から１を創ろうとしている子供たちの、無限の可能性を引き出すための一助とし 

て頂きます。 

※新型コロナウイルスの蔓延状況を鑑み､本例会は WEB にて実施致します。 

敬 具 

記 

 

日     時  ２０２２ 年 ６月１６日（木）１９：００～２０：４５ 
場     所  WEB 開催（zoom） 

URL：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

ミーティング ID：○○○ ○○○ ○○○ 
パスコード：○○○○○○ 

例     会  テーマ「０から創造する脳のカラクリ」 

講     師  Ｍｕｋｕ－Ｓｔｕｄｉｏ 代表 野出 正和 氏   

例会担当委員会  青少年育成委員会 

返 信 締 切  ６月１０日（金） 必着 

返  信  先  (一社)尾道青年会議所  FAX 0848-20-1112  E-Mail ojc@urban.ne.jp 

 

※例会中はご自身の発言時以外はマイクをミュートにして頂きご参加ください。 

※各自ハサミと事前に配布した紙コップ（５個）をご用意ください。 

 

※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡ 

 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 

 

６月例会出席返信 

 

出 席 します｡ 

 
 

お名前：                   



                             

２０２２年度 例会看板（案） 

板製作寸法 及び 基本レイアウト 
 

テ－マ 

  

６月例会 テ－マ「０から創造する脳のカラクリ」 
 
285mm 

 
                2910ｍｍ 
 

 
 

 
予備欄   
 
 
 
 
 
 

 
 
委 員 会 名   
 
 
 
 
 
 
 

講師 M u k u – S t u d i o 

代表 野出 正和 氏 

 
135mm 

   
         1210mm 
 

 

青少年育成委員会 
 
135mm 
 

          1000mm 



御 見 積 書2022年 4月 11日

No. 7889

一般社団法人尾道青年会議所 御中

6月例会看板制作（2022年）

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\7,000御 見 積 金 額

内   容  ・  仕   様 数   量 単位 単    価 金      額

6,3646,3646月例会看板制作（2022年） 1.00 式

636【 消費税　10%  （税抜分） 】

7,000合        計

1頁





一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：村橋 聡 

 

（１）議案名 

７月例会行事 事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    テーマ「過去から学べ ～原点回帰～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    昨今の情勢で、京都会議やブロック新春会議などの青年会議所の根幹事業の多くがオンラインで

の開催なったことにより、ＪＣ活動をする中で今まで当たり前に行っていたことができない状態と

なっています。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）メンバー、特に近年の入会者のことについてより深く知ること及び「修練（ひとづ 

      くり）」という角度から例会行事を行いＪＣ３信条の再確認をすることを目的とし 

      ます。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年７月１５日（金） 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥５９３，６１０（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ６３名     外部   名     計 ６３名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 村橋 聡 

                           委員 藤田 祐輔 

                           委員 福島 侑 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ４月２６日 第４回正副理事長会議  協議 

５月 ６日 第５回理事会      協議 

      ５月２６日 第５回正副理事長会議  審議 

      ６月 ６日 第６回理事会      審議 

      ７月１５日 ７月例会        実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    円卓を用いた会食形式で例会行事を行ってまいります。一人でも多くのメンバーが参加しやすく

なるよう服装は合同委員会と同じルールとし開催いたします。（バッチ、名鑑は着用） 

    会食中、３分間スピーチ、ラッキーボックス、新入会員（２０２０年、２０２１年入会）の余興
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をコロナ禍前では何の変哲もなくやっていたことにスポットを当て行います。 

また、３分間スピーチでは採点システムを導入しスピーチ者のことについてどれだけ深く知ること

ができたかを評価し、一番自分をアピールできた最優秀者には総務広報委員会より記念品を授与し

ます。 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

  ３分間スピーチ開始前に長年受け継がれてきている「修練・奉仕・友情」を信条とする青年会議

所としての組織の在り方を再確認する時間を設け、メンバーに意識していただくことにより、組織

の結束力が高まることが期待できます。また、人の話を集中して聞くことのできる時間は１５分程

度と言われているため、普段は例会セレモニー内で行われているラッキーボックスの時間や余興を

スピーチの間に入れることによりリフレッシュをしていただきます。またラッキーボックス開始前

にルールを知らない新入会員もおられるので解説を行います。 

会員全出席が望ましいと考えますが、例会欠席者に３分間スピーチの抽選が当たった場合には、

後日ＪＣライフに自身のアピールを寄稿していただきますのでご協力をお願いいたします。 

またこの機会を利用して、最後に２０２２年度尾道青年会議所の前半の活動の振り返り動画を放

映しますので、ご視聴をお願い致します。 

（８）審議のポイント 

内容・予算について 

（９）会議での意見とその対応 

意見）３分間スピーチのお題を事前にメンバーに伝えてよいか 

対応）３分間スピーチというものは突然始まるので当日までは伏せておいていただければと思いま

す。 

意見）ハイブリッド形式での開催はないのか。仕事などでやむを得ず欠席である場合も JC ライフ 
に寄稿するのか。 

対応）ハイブリッド形式での開催は予定していませんので欠席の方は寄稿をお願い致します。ただ 

し、運営規程８条の４（１）が適用される場合は、出席と認められ欠席者ではない為、寄稿 

の依頼は行いません。 

意見）近年入会者のことを知る目的と３信条の再確認をする目的とが繋がってないのではないか 

対応）３分間スピーチはあくまでも手法の１つであり従来は、京都会議後の昼食の合間や理事選の 

開票待ちなどの時間を利用して行われていましたが、新型コロナウイルスの影響でオンライ 

ン開催となり委員会メンバー以外の近年入会者との交流も希薄化しています。また、それに

より対面でないとできない修練を積む機会が失われています。今例会では近年入会者に当た 

りやすい設えとしていますので、そのスピーチを聞いていただくことにより近年入会者のこ 

とを知り、それと同時に３分間スピーチを通してＪＣ運動とは、若い我々が集まって修練を 

積む場であり、培われた力を用いて地域社会に奉仕し、修練・奉仕を支える力として、会員 

全員、同志を貫く友情があり、３信条は１つたりとも欠けてはならないことを再確認してい 

ただきたいと思っています。 

意見）近年入会者だけでなく我々全員含めて３分間スピーチを行ってスピーチ者のことを知るとい 

う理解でよいでしょうか 

対応）できる限り近年入会者に当たりやすい設えとしていますが、おっしゃる通り全員がやるとい

う認識でよいと思います。（どの程度、新入会員に当たるかを委員会で検証しましたので参

考資料をご確認ください）

意見）スピーチのお題についてですが、ベテランや慣れている人はパッと喋ることが出ますが、歴 
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が浅い人や不慣れな人だと難しいと思います。自己紹介みたいなお題を用意すると、新入会 

員の人もやりやすいでしょうし、その人の事を知れると思います。 

対応）委員会で話し合った結果、若いメンバーに当たった際には、スピーチ前に司会が「自己紹介 

を入れるなどして３分間頑張ってください」とアドバイスするなどして、できる限りやりや 

すい環境を作っていきたいと思います。 

意見）新入会員の余興復活についてですが、予算１万円が妥当なものであるか、また余興を行う近 

年入会者がどれくらい参加することを想定していますでしょうか 

対応）１万円が高いか安いかはいろいろ意見があると思いますが、金額云々ではなく、決められた 

予算の中で話し合い新入会員が協力することによって、結束して余興をやっていただきたい 

と思います。参加人数としましては、気持ちとしては全員参加をお願いしたいですが、（予 

定される７月例会の）例会出席率を超える７５％くらい（１５人中１１人）の出席はしてい 

ただきたいと思います。 

意見）余興をするには、ある程度の準備の期間が必要だと思いますので近年入会者への配慮をお願 

いします。 

対応）早めにアナウンスをして進めていき、大切な皆様の会費を使わせていただきますので、いい 

余興になるようにしっかりサポートしていきたいと思います。 

意見）講評者を設定する意味を教えて頂きたいのと、採点を入れるタイミングをスピーチ終了後で 

はなく講評が終わった後で行ったほうが良くないか 

対応）ブロックの委員長として出向して他ＬＯＭの例会を見た際、当たり前のように３分間スピー 

   チをしてそれに対して講評をしている光景を見ました。その際、頑張って発表した人に対し 

て歴の長い方がコメントをすることは、スピーチ者の話を真剣に聞くと同時にメンバー全員 

が成長するとてもいい機会だと思いました。これが尾道ＪＣの風土に合うか分かりませんが、 

ブロックに出向していいと思ったことをＬＯＭに持ち帰るのが出向者の責務だと思います 

ので、今回そのような設えとさせていただいております。 

採点のタイミングにつきましては、委員会で話し合った結果、スピーチ後に採点を行い 

   講評後にそれを踏まえて更に加点を狙えるという設えにしたいと思います。 

意見）講評者の時間は決まっていますでしょうか 

対応）特に時間制限を設けておりませんが、タイムスケジュール上、スピーチ３分、登壇降壇1分、 

講評１分程度の５分１セットを予定していますので、ルール説明時に司会より１分程度でと、 

お願いするようにします。 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    委員会メンバー全出席をお願いいたします。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

７月例会タイムスケジュール（案）（通常開催） 

７月例会タイムスケジュール（案）（会食無し） 

７月例会タイムスケジュール（案）（ＺＯＯＭ開催） 

７月例会概要（案） 

７月例会のご案内（案） 

７月例会次第（案）（通常開催） 

７月例会次第（案）（会食無し） 

７月例会次第（案）（ＺＯＯＭ開催） 
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７月例会コロナ対応について（参考資料） 

ＺＯＯＭ開催時の７月例会案内メール （参考資料） 

アンケート（案） 

会場レイアウト図（参考資料） 

看板レイアウト（参考資料） 

抽選・採点イメージ（参考資料） 

前半振り返り動画イメージ（参考資料） 

料理内容（参考資料） 

各開催方法での比較（参考資料） 

青年会議所の理念説明スライド（参考資料） 

抽選の検証（参考資料） 

各種見積書（参考資料） 

 

第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 137,214 -137,214
登 録 料 収 入 396,396 -396,396
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 593,610 -593,610

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000 （有）メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 37,400 -37,400 桂馬、しんでん、新入会員出し物
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 37,400 -37,400
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 533,610 -533,610
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 533,610 -533,610
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 15,600 -15,600
0 593,610 -593,610

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

過去から学べ　～原点回帰～

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補助 金等 収入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000
事業予備費繰入収入 正会員　２１７８円×６３名 137,214

登録料収入 正会員　６２９２円×６３名 396,396

593,610

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営支出 看板代 7,000 （有）メディアジャンクション

7,000
企画演出費支出企画費支出 優勝賞品 5,400 (有)桂馬蒲鉾商店
企画演出費支出企画費支出 採点システム 22,000 (株)しんでん
企画演出費支出企画費支出 新入会員出し物 10,000

37,400
懇親会費支出 飲食費 ６３名×８４７０円 533,610 国際ホテル

533,610

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 15,600
593,610合　　計　　

収支予算明細書（案）

過去から学べ　～原点回帰～

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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７月例会行事 タイムスケジュール（案） 

（通常開催Ｖｅｒ） 

 

 

１９：００   例会セレモニー（２０分） 

 

１９：２０～  開会 

 

  委員長趣旨説明（２分） 

 

１９：２２～  飲み物準備（３分） 

 

１９：２５～  乾杯 監事 

 

１９：３０～  ３分間スピーチ及び講評（１回目）（ルール説明込）（１８分） 

 

１９：４８～  ラッキーボックスタイム（１０分） 

 

１９：５８～  ３分間スピーチ及び講評（２回目）（１５分） 

 

２０：１３～  歓談（５分） 

 

２０：１８～  新入会員余興（１０分） 

 

２０：２８～  歓談（２分） 

 

２０：３０～  ３分間スピーチ及び講評（３回目）（１５分） 

 

２０：４５～  前半振り返り動画（５分） 

 

２０：５０～  ３分間スピーチ表彰式（５分） 

 

２０：５５～  締めの挨拶 実行委員長 

 

２１：００   例会行事終了 
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７月例会行事 タイムスケジュール（案） 

（会食無しＶｅｒ） 

 

 

１９：１５～  開会 

 

  委員長趣旨説明（２分） 

 

１９：１７～  ３分間スピーチ抽選及びルール説明（３分） 

 

１９：２０～  ３分間スピーチ及び講評（１回目）（１５分） 

 

１９：３５～  ラッキーボックスタイム（１０分） 

 

１９：４５～  ３分間スピーチ及び講評（２回目）（１５分） 

 

２０：００～  余興準備（５分） 

 

２０：０５～  新入会員余興（１０分） 

 

２０：１５～  ３分間スピーチ及び講評（３回目）（１５分） 

 

２０：３０～  前半振り返り動画（５分） 

 

２０：３５～  ３分間スピーチ表彰式（５分） 

 

２０：４０～  例会セレモニー（１０分） 

 

２０：５０   例会終了 
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７月例会行事 タイムスケジュール（案） 

（ＺＯＯＭ開催Ｖｅｒ） 

 

 

１９：１０～  開会 

 

  委員長趣旨説明（２分） 

 

１９：１２～  ３分間スピーチ抽選及びルール説明（３分） 

 

１９：１５～  ３分間スピーチ及び講評（１回目）（１５分） 

 

１９：３０～  ラッキーボックスタイム（１０分） 

 

１９：４０～  ３分間スピーチ及び講評（２回目）（１５分） 

 

１９：５５～  新入会員余興（収録動画）（１０分） 

 

２０：０５～  ３分間スピーチ及び講評（３回目）（１５分） 

 

２０：２０～  前半振り返り動画（５分） 

 

２０：２５～  例会セレモニー 

 

２０：３５   例会終了 
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７月例会 概要（案） 

テーマ「過去から学べ ～原点回帰～」 

 
〇３分間スピーチについて 
スピーチ開始前に長年受け継がれてきている「修練・奉仕・友情」を信条とする青年会議所としての組織の在

り方を再確認する時間を設けさせていただきます。 
その後、発表者をくじ引きにより決定し、お題に従い３分間スピーチを行う。 

くじ引きは近年入会者にスピーチが当たりやすくなるよう、同時に２人抽選を行い、近年入会者のほうがスピー
チを行い、もう一方がそのスピーチに対して講評を１分程度で行う。抽選は同時に行うが、講評者はスピーチ終
了後まで伏せておくことでメンバー全員が集中してスピーチを聞くことが期待される。 
また採点はスピーチの上手さを採点するのではなく、スピーチ者のことを「とても深く知ることができた」「深

く知ることができた」「深く知ることができなかった」の３段階で評価します。また、採点を各委員会が相談して
行うことにより委員会メンバーの結束が期待できます。 
お題はスピーチ者がどういう経験をして今があるのかを聞き本例会のテーマである「過去から学べ」につながる
次の３つとします。 
① 今までで一番しんどかったこと（＝修練） 

 ② 他人（ひと）から感謝されたこと（＝奉仕） 
 ③ うちの委員会メンバーの凄いと思うところ（＝友情） 
（Ｚｏｏｍ開催時には採点は中止としスピーチと講評のみを行います。） 
 
〇ラッキーボックスについて 
 新年例会の中止、オンラインでの例会開催、ブロック会長公式訪問、周年行事と前半はラッキーボックスタイ
ムが行いにくかったため、総集編とし、最近のメンバーのことを知ってもらうため、総務広報委員会が結束して
行い、例会行事を盛り上げます。 
またラッキーボックス開始前にルールを知らない新入会員もおられるので解説を行います。 
（Ｚｏｏｍ開催時にはラッキー者の発表を行わせていただき、その方から一言頂いたうえで、運営規程第１２条
に定める最低額（１，０００円）を特別会計にて引き落としさせていただきます。） 
 
〇新入会員（2020 年 2021 年入会合同）の余興について 
 従来クリスマス会において行っていた余興を復活して開催させていただきます。 
新入会員の結束と他の現役メンバーが新入会員を知ること目的とし、より身近な関係になれるよう、新入会員に
予算１０，０００円のなかで考えて出し物をしていただきます。 
（Ｚｏｏｍ開催が早期に決まった際にはＺｏｏｍ例会の途中で、事前収録した余興を放映させていただきます。） 
 
〇前半振り返り動画について 
 尾道ＪＣ初の室合同委員会オンライン開催から６月例会開催までを約５分の動画にまとめた振り返り動画を
例会行事のラストで放映させていただきます。 
（Ｚｏｏｍ開催の場合も同じく例会行事の最後で放映を行います。） 
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尾 青 会 発  号  

２０２２年 ６月 ２１日 

会 員 各 位 

一般社団法人尾道青年会議所 

  理 事 長 今 岡 正 英 

実行委員長 𠮷𠮷 田 雄 太 

   委 員 長 村 橋  聡  

 

２０２２年度 ７月例会 

テーマ「過去から学べ ～原点回帰～」のご案内 

 

拝啓 夏至の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、昨今の情勢でＪＣ活動をする中で今まで当たり前に行っていたことが、長い間できない状

態となっていました。７月例会では特に近年の入会者のことについてより深く知ること及び、ＪＣ

３信条を再確認することを目的とし、会食形式とした例会行事を実施させて頂く運びとなりました。 

また、最後に当委員会が作成した前半頑張ってこられた皆様の振り返り動画を放映しますので、

ご鑑賞いただき後半に向けて更なるメンバーの結束を高めていきたいと思います。 

御多忙とは存じますが万障お繰り合わせの上、ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

日     時  ２０２２年 ７月１５日（金） １９：００～２１：００ 

場     所  尾道国際ホテル 

登  録  料  ６，２９２円 

担     当  総務広報委員会 

服     装  ＪＣカジュアル（「シャツ：襟付きシャツ（シャツはズボンに入れる）」、 

「ズボン：ジャージ、ジーンズ、短パン不可」、仕事着 

但し、バッチ、名鑑は着用してください。 

返 信 締 切   ６月３０日（木） 必着 

返  信  先  （一社）尾道青年会議所 FAX 0848-20-1112 E-Mail ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAXかメールで事務局まで返信下さい。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、「来場時の検温」「会場内でのマスクの着用」「入場時の消

毒」等のご協力をお願い申し上げます。また、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい。 

※感染状況等の影響により会食の中止やＺｏｏｍで開催させて頂く場合もございます。その場合は

速やかに情報共有させて頂きます。予めご了承下さい。 
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一般社団法人 尾道青年会議所 

７月例会 次第（案） 

 

日時：２０２２年７月１５日(金) 

１９：００～２１：００ 

場所：尾道国際ホテル      

 

 

１. 開会       １９：００ 

２. 点鐘 

３. 国歌並びにＪＣソング斉唱 

４. ＪＣＩクリード唱和 

５. ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７. 紹介事項 

８. 配布資料の確認 

９． 理事長挨拶 

１０． 例会行事       

１１. 報告・依頼事項      

① 理事長報告 

②  委員会報告 

③  出向者報告 

④  同好会報告 

⑤ その他 

１２．連絡事項 

事務局連絡 

１３．直前理事長総評 

１４．閉会                         

１５．点鐘       １９：２０ 

１６．例会行事                 終了  ２１：００ 
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一般社団法人 尾道青年会議所 

７月例会 次第（案） 

（会食なしＶｅｒ） 

 

日時：２０２２年７月１５日(金) 

１９：００～２０：５０ 

場所：尾道国際ホテル      

 

 

１. 開会       １９：００ 

２. 点鐘 

３. 国歌並びにＪＣソング斉唱 

４. ＪＣＩクリード唱和 

５. ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７. 紹介事項 

８. 配布資料の確認 

９． 理事長挨拶 

１０． 例会行事      １９：１５ 

１１. 報告・依頼事項     ２０：４０ 

① 理事長報告 

②  委員会報告 

③  出向者報告 

④  同好会報告 

⑤ その他 

１２．連絡事項 

事務局連絡 

１３．直前理事長総評 

１４．閉会                         

１５．点鐘       ２０：５０ 
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一般社団法人 尾道青年会議所 

７月例会 次第（案） 

（ＺＯＯＭ開催 Ｖｅｒ） 

 

日時：２０２２年７月１５日(金) 

１９：００～２０：３５ 

場所：オンライン      

 

 

１. 開会       １９：００ 

２. 点鐘 

３. 国歌並びにＪＣソング斉唱 

４. ＪＣＩクリード唱和 

５. ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７. 紹介事項 

８. 配布資料の確認 

９． 理事長挨拶 

１０． 例会行事      １９：１０ 

１１. 報告・依頼事項     ２０：２５ 

① 理事長報告 

②  委員会報告 

③  出向者報告 

④  同好会報告 

⑤ その他 

１２．連絡事項 

事務局連絡 

１３．直前理事長総評 

１４．閉会                         

１５．点鐘       ２０：３５ 
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７月例会コロナ対応について（参考資料） 

 

 
 
上記表はコロナウイルスのレベル分類の考え方を分かり易くまとめたものであり、広島県が毎日どのレベルにあ

るかホームページで発表しています。この「レベル分類」と「一般社団法人尾道青年会議所新型コロナウイルス

感染の拡大防止を鑑みた活動ガイドラインについて」を参考に３段階で対応します。 
 
①レベル０及びレベル１ 通常開催 
②レベル２ 会食をなくした状態で開催 
③集中対策、まん延防止等発令 Ｚｏｏｍ開催 
 
※通常開催の場合は会食が伴いますので、受付時に消毒、体調確認と検温を行い記録させていただきます。 
 

緊急事態宣言等の発令により７月例会行事がＺｏｏｍ開催となった場合は、次の方法にて開催します。 
 
総務広報委員会のみ現地（事務局）出席とする 
 
〇セレモニー司会 森川委員 
〇例会行事司会 吉田委員 
〇Ｚｏｏｍ管理者 藤田委員 
〇抽選及びラッキーボックス担当 福島委員 
〇出席者確認及び記録 中原委員 
〇趣旨説明 村橋委員長 
 
以上６名 
残りのメンバーは個別の場所より参加とする。 

 
キャンセル等について 
 
料理の準備数の確定は３日前（７月１２日）まで 
※若干の人数変更は前日昼までなら調整可能 
 
料理の全面取り消しについては７月５日まで 
全面取り消しの場合は通常の例会開催時の会場利用料で対応は可 
 
⇒会食無しの場合でも原則全面取消は行わず持ち帰りの料理での対応を行います。 
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Ｚｏｏｍ開催時の７月例会案内メール（参考資料） 

 
 
一般社団法人尾道青年会議所各位 
 
皆様、お疲れ様です。 
７月例会がＺｏｏｍ開催に変更となりましたので、出席方法をお送り致します。 
 
日時：２０２２年７月１５日（金） １９：００～ 
場所：オンライン形式 
ＵＲＬ：https://us02web.zoom.us/〇〇〇〇 
ミーティング ID：〇〇〇〇 
パスコード：〇〇〇〇 
 
添付資料：７月例会資料 １部 
     その他資料 
 
※当日の１８：４０より待機ルームにログイン可能となります。総務広報委員会にて参加承

認致します。 
 
※例会中はご自身の発言時以外は『マイク』をミュートにしてご参加下さい。 
 ご自身の顔が映るように『カメラ』は常時オンの状態にして下さい。 
 
ご不明な点等がございましたら、総務広報委員会、村橋までご連絡ください。 
よろしくお願いいたします。 
 
総務広報委員会 
委員長 村橋 聡 
090-4697-1678 
murahashi@eeeoffice.com 
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一般社団法人尾道青年会議所 

※実際のアンケートは googleフォームを利用します               総務広報委員会

会                                

 

本日の例会に関して皆様のご意見を今後の活動の参考にさせていただくため、アンケートの記入にご協

力をお願いいたします。率直なご意見・ご要望をお聞かせください。 

 

Q1 この度の例会についてどのくらい満足しましたか。 

□満足    □やや満足   □どちらともいえない   □不満 

  

Q2 その理由をお書きください。 

 

 

 

 

Q3 この度の例会は出席率向上のため服装に自由な幅を持たせ開催しましたが、どのように思いますか。 

□参加しやすかった（良い）    □例会はスーツであるべきだ（悪い） 

 

Q4 近年入会者のことをよく知っていただくため、３分間スピーチの抽選をできるだけ JC歴の短いメ 

  ンバーに当たるような設えとしましたが、どう思いますか。 

  □良い   □どちらともいえない   □悪い 

 

Q5 本例会では他 LOMなどではよく行われている、３分間スピーチ後に講評の場を設けましたが、どの 

ように感じましたか。 

 

 

 

Q6 この度の例会で JCの行動スタンスとして大切な JC 三信条を感じることができましたか。 

□できた   □多少できた  □できなかった 

 

Q7 前半振り返り動画の時間についてどのように思われますか。 

□長い    □適切     □短い 

 

Q8 本例会でお気づきの点や感じられたことがありましたら、お聞かせください。どのようなことでも 

結構ですので、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

ご協力いただきましてありがとうございました。 

７月例会 アンケートご協力のお願い 
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２ ０ ２ ２ 年 度 ７ 月 例 会 会 場 レ イ ア ウ ト （ 参 考 資 料 ）

スクリーン

会員拡大
委員会

青少年育成
委員会

正副
事務局

65周年実行
特別委員会

まちの未来
創造委員会

総
務
広
報
委
員
会

司会者

ＰＡ ＰＡ
１名

司会
１名

プロジェクター

演台

採点
マシン

ビデオ

共創まちづくり
委員会

予備
テーブル

予備
テーブル
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２０２２年度 例会看板 

板製作寸法 及び 基本レイアウト 

 

テ－マ 

７月例会  

テ－マ「過去から学べ ～原点回帰～」 

 
285mm 

 
                2910ｍｍ 
 

 
 

 
予備欄   
 
 
 
 
 
 

 
 
委 員 会 名   
 
 
 
 
 
 
 

 

講師の名前・肩書きはここ（使用しません） 
 
135mm 

   
         1210mm 
 

 

総 務 広 報 委 員 会 
 
135mm 
 

          1000mm 
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抽選・採点イメージ（参考資料） 
イメージ 内容 

 

ビンゴマシーンを用いて２人分（２回）抽
選を行う 

 

（例）抽選の結果の番号「56」「57」 
 
抽選結果の番号を JC 手帳の現役会員 No
で確認する 

 

この場合、村橋が H29 入会（歴が短い）
なので、３分間スピーチ者、森川が講評者
となる。（同期入会なら生年月日が遅いほ
うが３分間スピーチを行う） 
 
欠席者に当たった場合は、JC ライフに寄
稿とし、再抽選を行う 

 

スピーチ者の発表 
司会「スピーチは村橋 聡君」 
 
（講評者は３分間スピーチ終了までまだ
伏せておく） 
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登壇のうえ、 
３分間スピーチ 

採点システムイメージ 

 

採点 
 
総務除く各委員会２点×5＝10 点 
正副事務局 2点×2＝4点 
理事長 2点 
直前理事長 2点 
監事２点 
計 20 点 

 

講評者を発表 
司会「講評は森川 陵君」 

 

講評者は講評を行う。 
 
タイスケの時間になるまで上記を繰り返
す 
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前半振り返り動画イメージ（参考資料） 
タイム 画面 内容 

0:0:00～ 

 

ページをめくるイメージ 

0:09:15 

 

タイトル 
「尾道青年会議所2022年度前半
のキセキ」 
Music 
GReeeeN 
キセキ 

0:18:16 

 

タイトル 
「初の室合同委員会オンライン
開催」 

0:31:04 

 

タイトル 
「第１２回理事会（新旧合同）」 
普段見ることのない、理事会の
様子を理事でないメンバーにも
観ていただきます。 

0:41:08 

 

タイトル 
「初詣」 
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0:55:26 

 

タイトル 
「バッチ授与・各種表彰収録」 

1:06:22 

 

タイトル 
「理事長挨拶生配信」 

1:08:25 

 

（生配信の裏側） 

1:16:19 

 

タイトル 
「ブロック新春会議」 

1:52:18 

 

タイトル 
「２月例会「継往開来」」 
 
（総会の様子も有） 

： ： ： 

４:36:00 

 

 

この後、各委員長からの今後の事業に向けての一言動画を挿入します 

後半も頑張りましょう 
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料
理
内
容
（
参
考
資
料
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
７
月
に
つ
い
て
は
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。 

（
品
数
な
ど
参
考
） 

  

御 

献 
立 

 
 

 
 

 
 

五
、
〇
〇
〇
円
（
消
費
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
別
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

食
前
酒 

 
 

 
 

 
 

 

先

付 
 

 

小
鰯
の
マ
リ
ネ 

 
 

造

り 
 

 

五
種
盛 

 
 

 
 

 
 

鯛 

鮪 

鰆 

烏
賊 

甘
海
老 

 

煮 

物 
 

 

海
老
と
帆
立
の
酒
蒸
し 

 
 

 
 

 
 

 

慈
姑 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

海
老
ト
マ
ト
ソ
ー
ス 

 
 

 
 

焼 

物 
 

 

銀
鱈
檸
檬
味
噌
焼
き 

 
 

 
 

 
 

牛
肩
ロ
ー
ス
ア
ス
パ
ラ
巻 

 
 

 
 

 
 

 
 

杏
子 

は
じ
か
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

合

肴 
 

 

馬
鈴
薯
饅
頭 

味
噌
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス 

 

酢
の
物 

 
 

烏
賊
グ
リ
ル
マ
リ
ネ 

蒸
し
鮑 

 
 

 
 

 
 

叩
き
茄
子 

銀
杏 

山
わ
さ
び
ソ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

食

事 
 

 

穴
子
飯 

 

香
の
物 

 
 

二
種 

 

止 

椀 
 

 

河
豚
真
丈 

滑
子 

三
つ
葉 

柚
子 

 

果

物 
 

 

プ
チ
ケ
ー
キ
と
季
節
の
果
物 
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各開催方法での比較（参考資料） 

時間 通常開催 会食無しで現地開催 ZOOM 開催 
19：00 セレモニー セレモニー前半 セレモニー前半（点鐘～綱領省略） 
19：10 例会行事スタート（７５分） 

 
・趣旨説明 
・３分間スピーチ及び講評×３ 
・ラッキーボックスタイム（特会引落し） 
・新入会員余興（事前収録） 
・前半振り返り動画 

19：15 例会行事スタート（８５分） 
 
・趣旨説明 
・３分間スピーチ及び講評×３ 
・ラッキーボックスタイム 
・新入会員余興 
・前半振り返り動画 
・表彰式 

19：20 
 
 
 
 
 
 

例会行事スタート（１００分） 
 
・趣旨説明 
・乾杯 
・３分間スピーチ及び講評×３ 
・ラッキーボックスタイム 
・新入会員余興 
・前半振り返り動画 
・表彰式 
・締めの挨拶 

20：25 セレモニー後半 
20：30 

20：35 例会終了 

20：40 セレモニー後半 
20：45 
20：50 例会終了 

21：00 例会終了 
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青年会議所の
理念について

■青年会議所の理念
青年会議所の理念は、JC三信条、JC綱領、JC宣言に記載されています。

■三信条とは

奉仕

修練

友情

世界との友情

個人の修練

社会への奉
仕

ＪＣの会員は、常にこの三信条を心のスタンスとして
もって行動をしています。
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抽選の検証（参考資料） 
 
実際にビンゴマシンを用いて検証（１回目）（出欠者は４月例会のものを利用） 
 
抽選１回目 15 岡村虹二（欠席） 19 加藤雄大 
再抽選 63𠮷𠮷田雄太 
共に H27年度入会 生年月日により スピーチ 加藤雄大  講評 𠮷𠮷田雄太 
 
抽選２回目 53 向井豪佑  33 高升 純 
スピーチ 向井豪佑  講評 高升 純 
 
抽選 3 回目 55 村上 康  36 中島裕一朗 
スピーチ 村上 康  講評 中島裕一朗 
 
抽選 4 回目 18 加藤雅崇  23 黒瀬義隆 
スピーチ 黒瀬義隆  講評 加藤雅崇 
 
抽選５回目 49 藤田祐輔  27 島田元太 
スピーチ 藤田祐輔  講評 島田元太 
 
抽選 6 回目 7 内海洋平  61 横山大二郎 
共に H28年度入会 生年月日により スピーチ 横山大二郎  講評 内海洋平 
 
抽選 7 回目 54 村上直弘  57 森川 陵 
スピーチ 村上直弘  講評 森川 陵 
 
抽選８回目 24 小迫佳紀  39 中本悠哉 （欠席） 
再抽選 22 川﨑耕平 （欠席） 60 山本圭介 （欠席） 40 沼尾 一 
スピーチ 沼尾 一  講評 小迫佳紀 
 
抽選９回目 3 石岡由光  61 中司昌克  
スピーチ 石岡由光  講評 中司昌克 
 
2020入会 2021 入会 63 名中 15 名（23％）（4 月例会出席 6名） 
抽選９回中 入会 2 年目までのメンバーのスピーチ当選２名（22％） 
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実際にビンゴマシンを用いて検証（２回目）（出欠者は４月例会のものを利用） 
 
抽選１回目 22 川﨑耕平（欠席） 50 松本裕太（欠席） 
再抽選 49 藤田祐輔  25 小西琢真 
共に H29年度入会 生年月日により スピーチ 藤田祐輔  講評 小西琢真 
 
抽選２回目 31 高垣裕吉（欠席）  2 安楽城大作 
再抽選 36 中島裕一朗 
スピーチ 中島裕一朗  講評 安楽城大作 
 
抽選 3 回目 48 福本真也（欠席）  11 大原和浩（欠席） 
再抽選 9 大池慎三  13 岡美央（欠席） 51 水野春樹（欠席） 17 岡本正也 
スピーチ 大池慎三  講評 岡本正也 
 
抽選 4 回目 60 山本圭介（欠席）  55 村上 康 
再抽選 8 馬原美晴 
スピーチ 馬原美晴  講評 村上 康 
 
抽選５回目 53 向井豪佑  58 森田洋一郎 
スピーチ 向井豪佑  講評 森田洋一郎 
 
抽選 6 回目 47 福島 侑  54 村上直弘 
スピーチ 福島 侑  講評 村上直弘 
 
抽選 7 回目 44 半田祐喜  26 小林暢玄 
スピーチ 半田祐喜  講評 小林暢玄 
 
抽選８回目 27 島田元太  6 歌 一行 
スピーチ 歌 一行  講評 島田元太 
 
抽選９回目 18 加藤雅崇  19 加藤雄大 
スピーチ 加藤雅崇  講評 加藤雄大 
 
2020入会 2021 入会 63 名中 15 名（23％）（4 月例会出席 6名） 
抽選９回中 入会 2 年目までのメンバーのスピーチ当選 3名（33％） 
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御 見 積 書2022年 4月 12日

No. 7890

一般社団法人尾道青年会議所 御中

7月例会看板制作（2022年）

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\7,000御 見 積 金 額

内   容  ・  仕   様 数   量 単位 単    価 金      額

6,3646,3647月例会看板制作（2022年） 1.00 式

636【 消費税　10%  （税抜分） 】

7,000合        計

1頁
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御 見 積 書

一般社団法人尾道青年会議所 御中
ご担当 : 様

件名

見積No

見積日

有限会社 桂馬蒲鉾

〒722-0035

広島県尾道市土堂1-9-3

・
T・EL: 0848-25-2490

FAX: 0848-25-2500

E― 4ヽail:

担当 :村上

下記のとおり、御見積もり申し上げます。

納期 :別途ご相談

支払条件 :

有効期限 :

合計金額 ¥5,400 (税込)

摘要 数量 単価 金額

蒲鉾セット 1   個 5,000 ｒ
Э
￥
ｉ

∩
Ｖ
（
Ｕ
（
Ｕ

¥5,000

¥400

¥5,400

備考

小計

消費税

合計
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見積№

下記の通りお見積り申し上げます。

工事名称

施工場所

工期開始

支払条件

有効期限

御　見　積　書
00000466-1

一般社団法人　尾道青年会議所 御中   2022年 4月19日

税抜金額 ¥20,000 -  株 式 会 社 し ん で ん

消費税額 ¥2,000 -  代表取締役  大池 慎三

御見積金額 ¥22,000 -  〒729-0142 広島県尾道市西藤町83-5

TEL　0848-38-1033

FAX  0848-29-6266

採点システム製作費 携帯　090-5704-4188

12月31日
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

審議 事項 

 委員会名：会員拡大委員会 

  委員長名：沼尾 一 

（１）議案名 

 新入会員ガイダンスの調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）に関する件 

（２）事業名 

 新入会員ガイダンス 

（３）事業実施に至る背景 

 例年新入会員候補生に対して組織の概要と活動の説明を行っています。仮入会員期間により、

活動内容を理解してもらい興味を持って事業に参加して頂けるようにガイダンスを行います。 

（４）事業目的（趣旨） 

  ａ．（対外） 

 ｂ．（対内） 新入会員候補者が青年会議所の運動や組織の概要を理解する場を設け、正式入会  

に繋げていく事を目的とします。 

（５）事業概要 

  ａ．実施日時 ２０２２年 ７月２１日（木）１９：００～２０：３０ 

  ｂ．場  所 尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 

  ｃ．予算総額  ￥６０，０００（詳細は別紙予算書） 

 ｄ．参加人員  内部   ２４名   外部 ２０名   計 ３４名 

（内部内訳：理事長１名、直前理事長１名、副理事長３名、監事１名、 

専務理事１名、事務局長１名、セクレタリー２名、 

 各委員長５名、会員拡大委員会９名、オブザーバー未定） 

（外部内訳：新入会員候補生２０名予定） 

  ｅ．動員計画 

  ｆ．外部協力者 

  ｇ．実施組織・推進リーダー   会員拡大委員会 委員 石岡 由光 

  ｈ．実施手順・プログラム 

  ２０２２年 ４月２６日（木） 第４回正副理事長会議 協議 

  ２０２２年 ５月 ６日（金） 第５回理事会   協議 

  ２０２２年 ５月２６日（木） 第５回正副理事長会議 審議 

  ２０２２年 ６月 ６日（月） 第６回理事会   審議 

  ２０２２年 ７月２１日（木） 新入会員ガイダンス  実施 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

 青年会議所の歴史と概要をパワーポイントにて説明を行います。仮入会期間中の事業は各委員長

に説明して頂き、事業の趣旨と参加意義を理解して頂くことにより出席率向上を目指します。ガイ

ダンス欠席者に対しては、後日会員拡大委員会より個別に説明を行います。 



 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

         例年、新入会員候補者に欠席者が出るという問題がありましたが、今年度もＺＯＯＭで参加も

できるハイブリット開催とします。新型コロナへの対策は、受付にて検温と消毒をして頂き、換気

を十分にして実施します。さらに案内文に加えて新入会員候補者に近しい人から電話をかけ趣旨を

伝える事で参加意識をより向上させます。また例年継続使用しているパワーポイント資料に過去の

事業や委員会での活動を紹介することで、入会後の活動イメージがしやすくなると考えます。 

※ 緊急事態宣言、蔓延防止措置の際には、ハイブリット開催ではなく、ＺＯＯＭでの開催に 
切り替え、配布物は後日郵送し、返信封筒をつけることで対応します。 

 

 

（８）審議のポイント 

   内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見) 聞いているだけにならないように、楽しめる要素があれば、入会につながるのではないでし 
ょうか。 

   対応）本年度は説明の文言や言い回しを、より分かりやすいように変更し、わからない人が聞いて 

いることを意識して説明できるよう工夫します。理解度を確認しながら司会者から新入会員 

に対して呼びかけを増やし、聞いているだけのスタンスにならないように十分に配慮させて

いただきます。 

 

意見) 郵送費の内訳はどうなっていますか。 
対応）規格内郵便 500g 以内と返信用封筒で、２０名分想定で金額を変更しました。 

 

意見) 委員長が本年度の事業を説明するとあるが、7 月の段階なので、どういった内容を想定され 
ていますか。 

対応）審議上程が通過していない状態での説明ですので、想定事業について話すことが難しい場合 

は、実際に行われた例会の話をしてもらったりすることでお願いしたいです。 

 

意見) 新入会員ガイダンスで一番持って帰ってほしいことはなんでしょうか。 
対応）事業を通して仲間通しの絆を深めていく様子は青年会議所の大きな魅力だと考えていますの

で、是非ともその魅力を理解してもらえればと考えています。 
 
（10）他委員会への依頼事項等 

    当委員会からの出席の声かけは行いますが、推薦者の方や拡大活動に携わった方からも出席を促

すようご協力下さい。仮入会期間参加事業に関しては、事業を担当する委員長から説明をお願い致

します。来年度の仲間になる候補生の動画を配信いたしますので、メンバー全員にご覧いただける

よう案内をお願い致します。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（ハイブリット開催）（案） 

収支予算明細書（ハイブリット開催）（案） 

事業収支予算書（完全ＺＯＯＭ）（案） 

収支予算明細書（完全ＺＯＯＭ）（案） 



新入会員ガイダンス次第（案） 

誓約書（案） 

アンケート（案） 

案内文（案） 

尾道商工会議所会議室貸室料金一覧表 

事業予定表（参考資料） 

    正式入会までの大まかな流れ（参考資料） 

新入会員ガイダンス会場図（参考資料） 

組織全体の概要について（参考資料） 

コロナ時における対応に関して（案） 

 

第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 50,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 13,800 13,800 0 尾道商工会議所 2F 大会議室
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 13,800 13,800 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 6,102 6,147 -45 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 6,102 6,147 -45
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出 9,480 -9,480 郵送費
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 30,098 20,573 9,525
50,000 50,000 0支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

新入会員ガイダンス（ハイブリット開催）



事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰越収入事業費繰越収入 50,000

50,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 会場費 13,800 尾道商工会議所

13,800
資料作成費支出資料費支出 ＰＰ資料（４８P ）×３９名×３円 5,616 事務局
資料作成費支出資料費支出 資料３部（次第・名簿・事業予定表）×３９名×３円 351 事務局
資料作成費支出資料費支出 資料３部×２０名×３円 180 事務局

（アンケート・入会までの流れ・誓約書）

6,147

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 9,480 郵送費
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 20,573
50,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

新入会員ガイダンス（ハイブリット開催）

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 50,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 13,800 3,000 10,800
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 13,800 3,000 10,800
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 6,102 6,147 -45 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 6,102 6,147 -45
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出 9,480 -9,480 郵送費
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 30,098 31,373 -1,275
50,000 50,000 0

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

新入会員ガイダンス（完全ＺＯＯＭ）

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰越収入事業費繰越収入 50,000

50,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 3,000 商工会議所３０１号室

3,000
資料作成費支出資料費支出 ＰＰ資料（４８P ）×３９名×３円 5,616 事務局
資料作成費支出資料費支出 資料３部（次第・名簿・事業予定表）×３９名×３ 351 事務局
資料作成費支出資料費支出 資料３部×２０名×３円 180 事務局

（アンケート・入会までの流れ・誓約書）

6,147

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 9,480 郵送費
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 31,373
50,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

新入会員ガイダンス（完全ＺＯＯＭ）

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 

新入会員ガイダンス次第（案） 

      日時：２０２２年 ７月２１日 
１９：００～２０：３０ 

 
場所：尾道商工会議所 

 
開会                               １９：００ 
 
配布資料確認（手帳、次第、新入会員候補者名簿、事業予定、誓約書） 
 
理事長挨拶                            １９：０２ 
 
新入会員候補者自己紹介                      １９：０５ 
 
一般社団法人尾道青年会議所事業概要説明              １９：２５ 
１） 組織全体の概要について 
２） 尾道青年会議所の実施事業紹介 

 
質疑応答                             ２０：０５ 
 
アンケート記入                          ２０：１０ 
 
報告連絡事項                           ２０：２０ 
１）会員手帳配布について           総務広報委員会 
２）仮入会期間の事業予定について       各担当委員会 委員長 
３）その他 
 
直前理事長総評                          ２０：２７ 
 
閉会                               ２０：３０ 
 
※緊急事態宣言、蔓延防止措置の際には、完全ＺＯＯＭでの開催に切り替えます。進行に
対して変更はございません。配布物等に関しては、後日郵送の対応とさせていただきます。 



                            ２０２２年 ７月 ２１日 

 
誓 約 書（案） 

 

一般社団法人 尾道青年会議所 御中 

 

この度、一般社団法人尾道青年会議所へ仮入会員として入会するに際に会員手帳を受領

するにあたり下記の事項を遵守することを誓約いたします。 

記 

1． 一般社団法人尾道青年会議所の会員手帳に記載されている個人情報の適正に取り扱 

うこと、または紛失および個人情報の漏洩などに対する予防および安全管理に努め

ます。 

２．やむを得ない事情により入会を辞退または退会する場合には、速やかに一般社団法 

人尾道青年会議所の会員手帳（複写・複製または加工されたものがある場合はそれ

らを含む）を返却、指示に従って廃棄または消去致します。 

 
 

JC 手帳シリアルナンバー      
 

             住所 

             氏名                   印 



新入会員ガイダンスアンケート（案） 

                       
          

        氏名                
 

 
 
今後の活動の参考にさせて頂くため、アンケートご記入にご協力お願い致します。 
 

  

 

１、新入会員ガイダンスでのパワーポイント資料を見て、質問や疑問はございますか？ 

どのような内容かご記入下さい。 

 

 

 

 

２、尾道青年会議所への本入会にあたり、疑問点や不安な点があればぜひ教えてください。 
 
 
 
 
３、青年会議所に入会してやってみたい事業は何ですか？ 
  自由な発想で書いて頂いても構いません。 
 
 
 
 
４、その他意見や要望があれば教えてください。 
 
 
 

 
アンケートにご協力、誠にありがとうございました。 



 

 

尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  新入会員ガイダンスのご案内（ハイブリット開催） 
 

拝啓  盛夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度新入会員候補者を対象とし新入会員ガイダンスを開催致します。新入会員候補者の 
皆様は新型コロナの影響で交流を深める場も少なく、初めての公式事業という事で、大変緊張して参加さ 
れる事と存じます。つきましては、現役会員の皆様から新入会員候補者の皆様にお声かけをして頂くと共 
に、新入会員ガイダンスへのご出席をお願い致します。下記の要綱にて開催致しますので万障お繰り合わ 
せの上、ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

日     時  ２０２２年 ７月２１日（木）１９：００～２０：３０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺１５枚程度   
服     装  正装（クールビズは可、但しジャケットは着用の事） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  各自、FAX かメールで事務局まで返信ください。 

お問い合わせ先  (一社)尾道青年会議所 ＴＥＬ 0848-20-1110 

                  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

※ハイブリット開催のため、ＺＯＯＭ参加希望の方は、PC でのご参加をお願いしています。 

（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd=TVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09 
 
ミーティング ID: 849 7292 1345 
パスコード: 431281 
                                           以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 
 

２０２２年 ７月２１日（木） 
 
 

新入会員ガイダンスに       出席  ・  出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 
 
              お名前：                 
 

mailto:ojc@urban.ne.jp
https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd%3DTVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw1yoz2lPYZzBXYvSin-udSK


尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

仮 入 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  新入会員ガイダンスのご案内（ハイブリット開催） 
 

拝啓  盛夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、来る７月２１日、仮入会員の皆様を対象に新入会員ガイダンスを開催致します。青年会議所活動 
の活動目的の説明や尾道青年会議所が過去に行った事業紹介など行い、新入会員候補者の皆様がこれか 
らの活動をイメージして頂ける説明会の場です。仮入会員の皆様に安心してご参加頂けるように万全の 
コロナ対策をしてお迎えさせて頂きます。つきましては、下記の要綱にて開催致しますので万障お繰り 
合わせの上、ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
 

記 
日     時  ２０２２年 ７月２１日（木）１９：００～２０：３０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺５０枚程度、認印   
服     装  正装（クールビズは可、但しジャケットは着用の事） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  会員拡大委員会 沼尾 一宛 

              Ｍａｉｌ  h_nmo@numao.net 

お問い合わせ先  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

                  又は、お知り合いの青年会議所メンバーにお問い合わせください。 

※ハイブリット開催のため、ＺＯＯＭ参加希望の方は、PC でのご参加をお願いしています。 

（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd=TVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09 
 
ミーティング ID: 849 7292 1345 
パスコード: 431281 
                 

                                         以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

２０２２年 ７月２１日（木） 
 
 

新入会員ガイダンスに       出席  ・  出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 

 
 
              お名前：                 
 

https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd%3DTVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw1yoz2lPYZzBXYvSin-udSK


 
尾 青 会 発   号 
２０２２年 ６月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  新入会員ガイダンスのご案内（完全ＺＯＯＭ） 
 

 拝啓  盛夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度新入会員候補者を対象とし新入会員ガイダンスを開催致します。新入会員候補者の 
皆様は新型コロナの影響で交流を深める場も少なく、初めての公式事業という事で、大変緊張して参加さ 
れる事と存じます。つきましては、現役会員の皆様から新入会員候補者の皆様にお声かけをして頂くと共 
に、新入会員ガイダンスへのご出席をお願い致します。なお、昨今の状況を鑑み完全ＺＯＯＭでのオンラ 

イン形式にて実施します。万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 
敬 具 

記 
日     時  ２０２２年 ７月２１日（木）１９：００～２０：３０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺１５枚程度   
服     装  正装（クールビズは可、但しジャケットは着用の事） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  各自、FAX かメールで事務局まで返信ください。 

お問い合わせ先  (一社)尾道青年会議所 ＴＥＬ 0848-20-1110 

                  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

※ご自宅または仕事場などからＺＯＯＭにてご参加ください。 

※PC でのご参加をお願いしています。（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd=TVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09 
 
ミーティング ID: 849 7292 1345 
パスコード: 431281 

 
                         以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 
 

２０２２年 ７月２１日（木） 
 
 

新入会員ガイダンスに       出席  ・  欠席 
 
 
              お名前：                 
 

mailto:ojc@urban.ne.jp
https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd%3DTVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw1yoz2lPYZzBXYvSin-udSK


尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

仮 入 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  新入会員ガイダンスのご案内（完全ＺＯＯＭ） 
 

拝啓  盛夏の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、来る７月２１日、仮入会員の皆様を対象に新入会員ガイダンスを開催致します。青年会議所活動 
の活動目的の説明や尾道青年会議所が過去に行った事業紹介など行い、新入会員候補者の皆様がこれか 
らの活動をイメージして頂ける説明会の場です。仮入会員の皆様に安心してご参加頂けるように万全の 
コロナ対策をしてお迎えさせて頂きます。なお、昨今の状況を鑑み完全ＺＯＯＭでのオンライン形式に 
て実施します。万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

日     時  ２０２２年 ７月２１日（木）１９：００～２０：３０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺５０枚程度、認印   
服     装  正装（クールビズは可、但しジャケットは着用の事） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  会員拡大委員会 沼尾 一宛 

              Ｍａｉｌ  h_nmo@numao.net 

お問い合わせ先  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

                  又は、お知り合いの青年会議所メンバーにお問い合わせください。 

※ご自宅または仕事場などからＺＯＯＭにてご参加ください。 

※PC でのご参加をお願いしています。（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd=TVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09 
 
ミーティング ID: 849 7292 1345 
パスコード: 431281 
 

                                         以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

２０２２年 ７月２１日（木） 
 
 

新入会員ガイダンスに        出席  ・  欠席 
 

 
 
              お名前：                 

https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84972921345?pwd%3DTVpGNFYvV0dNV1ZEWTZpNytReTlGZz09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw1yoz2lPYZzBXYvSin-udSK




２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 事業予定表（案） 

日程 時間帯 事業内容 場所（予定） 

８月 ２日（火） １９：００～２１：００（予定） 合同委員会 ベイタウン尾道 

８月２０日（土） 

～２１日（日） 

未定 夏期講習 未定 

８月例会・定時総会 

９月 ２日（金） １９：００～２１：００（予定） 合同委員会 ベイタウン尾道 

９月１６日（金） １９：００～２１：００（予定） ９月例会 尾道国際ホテル 

９月中 未定 仮入会員研修 未定 

１０月 ３日（月） １９：００～２１：００（予定） 合同委員会 ベイタウン尾道 

１０月１７日（月） １９：００～２１：００（予定） １０月例会 尾道国際ホテル 

１１月 ２日（水） １９：００～２１：００（予定） 合同委員会 ベイタウン尾道 

１１月 ３日（木） ６：００～２０：００（予定） ベッチャー祭り 尾道市内 

１１月中 未定 新入会員研修 未定 

１１月１６日（水） １９：００～２１：００（予定） １１月例会 ( 新入会員バッチ授与式 ） 尾道国際ホテル 

 

例会とは ・・・・・ 基本的に毎月16日に尾道国際ホテルで開催される。内容は講師を招いての講演会や会員が一から作ったセミナーなどを行っている 

合同委員会とは ・・ 基本的に毎月２日にベイタウン尾道で開催される。普段は個別に開催される委員会を合同で開催し、委員会間の調整などを行っている。 

 

※ 仮入会員の皆様は２０２２年度は会員拡大委員会へ所属して頂きます。 

※ 場所・日時の未定・予定の部分については、ＬＩＮＥ等でご案内・ご連絡をいたしますのでご確認のうえ、必ず出欠席の返信連絡をお願いします。 

※ 青年会議所活動に関して分からない事や不安な事があれば、沼尾、島田、又は身近な会員にお気軽にお尋ねください。 



正式入会までの大まかな流れ（参考資料） 

 

6 月 30 日まで 

7 月 

～ 

１０月末

１１月～ 

仮入会申込書を記入・提出 

７月から１０月までの期間、実施される例
会などの青年会議所活動の体験 

入会申込書と必要書類を記入・提出 
※仮入会研修にて配布予定

所定の入会金・年会費を期日までに納入 

正式入会 

バッジ授与式（１１月例会） 

次年度（２０２３年度）
は準備段階として９月末
頃からスタートします。 



　

司

会

会

員

拡

大

委

員

会

音響
機材

受

付

新入会員候補者席 新入会員候補者席 新入会員候補者席

新入会員候補者席 新入会員候補者席 新入会員候補者席

新入会員候補者席 新入会員候補者席 新入会員候補者席

オブザーバー席 オブザーバー席 オブザーバー席

新入会員ガイダンス会場図（案）　尾道商工会議所　　２Ｆ　大会議室

看　　　　　板

↑スクリーン

演　台
正副理事長・監事・事務局席正副理事長・監事・事務局席



一般社団法人尾道青年会議所

２０２２年度
新入会員ガイダンス

日本での産声はじまりはじまり 世界組織の参画 更なる飛躍へ

1915 1949 1951 2021

アメリカ ミズーリ州
セントルイス

誕生

日本での誕生

(社)東京青年会議所

設立

(社)日本青年会議所 創立
国際青年会議所 加入

発展 現在

Junior Chamber International 

青年会議所の歩み

世界組織の発足

1944

世界規模での誕生
国際青年会議所（JCI）

発足

全世界128国と地域 約15万人のメンバー

２０２２年１月１日現在

約250万人以上のＯＢ会員

２０２２年１月１日現在

会員平均年齢 約３４歳



青年会議所（JC：Junior Chamber）とは

共通の理想は

「明るい豊かな社会」の実現

20歳～40歳までの指導者を
目指す青年の団体

自然が豊かで環境

に優しい町

コンクリートだらけ

でゴミの多い町

OR

子どもが安心して

外で遊べる町

子どもが家で1人、

ゲームでしか遊べ

ない町
OR

自社の利益のみを

考える会社が多い町

地域とともに成長し
ていこうという会社

が多い町
OR

祭りなどが無くなって
しまい、付き合いが
疎遠な町

地域文化が豊かで
人の繋がりが多い町

OR

青年会議所（JC）の目的

会員の修練・奉仕・友情の信条のもと、人を育
て地域社会と国家の健全な発展を目指し、資質
の向上と啓発に努めるとともに国際的理解を深
め世界の平和と繁栄に寄与すること。

明るい豊かな社会の実現を目指す



奉仕

修練

友情

世界との友情

個人の修練

社会への奉仕

JC三信条 JCのメリット

一生涯付き合える地域の仲間との出会い

日本全国そして世界との友情

企業や地域のリーダーとしての個人研鑽

スピーチは得意ですか？

時間の効率的な使い方

個人では出来ない経験

ビジネスの広がり

２０代、３０代でしたこと…

４０代以降の人生を決める！

ＪＣの様々な出会いと体験

魅力ある大きな人物に成長！

ＪＣでのビジネスメリット 事例紹介

Part１ 菓子製造業 経営者 Ｉ君

２０１１年 入会
菓子製造業 I君

２０１４年 入会
製薬会社 H君

JCで出会う

新商品開発
販売成功

原料供給
開発のバックアップ

新商品の企画
を相談

国内のJC OB
麻生太郎 飯塚JC 元内閣総理大臣、モントリオールオリンピック・クレー射撃出場

市川團蔵 東京JC 歌舞伎役者、日本舞踊柏木流宗家

稲尾和久 福岡JC 元プロ野球選手、監督、野球解説者、評論家

小泉純一郎 横須賀JC 元内閣総理大臣

佐治敬三 大阪JC 元サントリー会長

勝呂誉 東京JC 俳優

高須克弥 名古屋JC 高須クリニック院長、藍綬褒章、医学博士

世界のJC OB
コフィー・アナン ガーナ共和国 元国際連合事務局総長

チャールズ・リンドバーグ アメリカ合衆国 飛行家

ハワード・ヒューズ アメリカ合衆国 大富豪、実業家、映画製作者、飛行家

ビル・クリントン アメリカ合衆国 元大統領

ビル・ゲイツ アメリカ合衆国 マイクロソフト創業者

ラリー・バード アメリカ合衆国 元NBAプロバスケットボール選手

ラリー・ホームズ アメリカ合衆国 元プロボクシングヘビー級チャンピオン
（敬称略）

尾道青年会議所の創立
創立 1957年（昭和32年)

全国 122番目

県内 4番目

一般社団法人尾道青年会議所の過去の事業



一般社団法人尾道青年会議所の過去の事業

尾道１００キロ徒歩の旅

一般社団法人尾道青年会議所の過去の事業

市長表敬訪問する当時の手塚理事長と
ミッキー、ミニー

警備を行う青年会議所メンバー



⻄⽇本豪⾬災害チャリティイベント

一般社団法人尾道青年会議所の過去の事業 一般社団法人尾道青年会議所の毎月の事業

例 会 合同委員会

基本的に毎月１６日に
国際ホテルにて開催

基本的に月初に開催

公 開 例 会

２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所

第66代 理事長

今岡 正英

●直前理事長

前年度理事長

●理事長

最高責任者

●副理事長

１つの室を担当

●専務理事

業務統括

●事務局長
セクレタリー

専務理事の補佐

●委員長・副委員長

事業を研究・計画
審議、実施

●監事

団体の監督

各職の主な役割

室

委員会

事務局



委員会で構想を練る 講師との打ち合わせ

理事会で協議・審議
更に検討・準備

実施・開催

【合同委員会】



【例会事業】
オンラインを活用した例会

【周年事業】
６０周年事業

【ビジネス系事業】

【会員資質向上系事業】 【教育系事業】



【祭り・防災系事業】 【未来ビジョン系事業】

【会員拡大事業】 【総務広報事業】

＜事務局＞

会の運営及び設営等を担当

主な設営担当
京都会議、全国大会、会員大会など
例会、合同委員会、理事会、総会な
ど

専 務 理 事
事 務 局 長
セ ク レ タ リ ー
セ ク レ タ リ ー ご視聴 ありがとうございました。



コロナ時における対応に関して（案） 
 
緊急事態宣言かおよび蔓延防止措置の発令をされている場合において、会場レ

イアウトは尾道商工会議所３０１号室に変更の上、完全ＺＯＯＭの対応とする。

上記の対応時の変更点を下記に記す。 
 
１． 誓約書、アンケート、ガイダンスに使用したレジュメ（パワーポイント

資料）に関しては後日郵送配布するものとし、誓約書にサインをされ次

第手帳を委員長より改めて取扱注意を直接伝え、本人に後日手渡しする

ものとする。 
２． ＺＯＯＭの対応となるため、会場での発表がある、理事長、直前理事長、

事務局長、総務委員会、拡大委員会、各委員長は現地の会場入りするも

のとします。 
３． ただし、上記の会場入りの予定者において、当日健康不安のあるもの、

濃厚接触者の疑いのあるものに関しては、現地入りせず自宅からの配信

での対応をお願いする。 
４． 開催の可否に関しては、政府の決定後速やかに判断し、委員長が決定の

上、変更の場合はＺＯＯＭ対応バージョンとして改めて案内文章をメー

ルします。 
以上 



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

協議 事項 

 委員会名：共創まちづくり委員会 

  委員長名：平岡 良之 

（１）議案名 

夏期講習 事業計画（案）予算（案）について 

（２）事業名 

 夏期講習 テーマ「膠漆之心 ～夏の大人の大運動会～ 」 

（３）事業実施に至る背景 

 昨今のコロナ禍による影響で､我々尾道青年会議所の内部でも､近年入会者との交流の機会が減

少し､委員会が違えば顔と名前が一致しないなど､組織内部の繋がりが薄れつつある現状に於いて､まち

づくりを行っていく団体として共通意識を高めるために会員交流が必要と考えます。 

（４）事業目的（趣旨） 

  ａ．（対外） 

ｂ．（対内）委員会という枠にとらわれず､現役会員の交流を深めることでお互いを知り､ 

今後の青年会議所活動を行っていく上での組織作りの一助とします。 

（５）事業概要 

  ａ．実施日時 ２０２２年 ８月 ２０日（土） 

  ｂ．場  所 【大運動会】天然温泉 尾道ふれあいの里 １０：００～１６：００ 

  【居酒屋の青春】グリーンヒルホテル尾道 １８：００～２０：００ 

  ｃ．予算総額  ￥９８７，６００-（詳細は別紙予算書） 

  ｄ．参加人員  内部  ７２名   外部  名   計  ７２名 

（内部内訳：正会員 ６３名､仮入会員 ９名予定） 

  ｅ．動員計画 

  ｆ．外部協力者 

 ｇ．実施組織・推進リーダー  共創まちづくり委員会 岡本 大輔 委員 

  ｈ．実施手順・プログラム 

  ２０２２年 ５月２６日（木） 第５回 正副理事長会議 協議 

 ２０２２年 ６月 ６日（月） 第６回 理事会   協議 

 ２０２２年 ６月２７日（月） 第６回 正副理事長会議 審議 

 ２０２２年 ７月 ６日（水） 第７回 理事会   審議 

 ２０２２年 ８月２０日（土） 夏期講習    実施 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

 今回のテーマを「膠漆之心」とし、その意味は固い絆で結ばれている友情を例えた四文字熟語と

しておりますが､昨今のコロナ禍による活動制限の下､本来の青年会議所活動を行うことが困難な状況

が続いておりました。室や委員会の垣根を超え､今年の夏期講習では会員交流を目的とし､これからも続

くＪＣ活動を行うために一致団結し同じ方向を向き､各競技に立ち向かうべく運動会を通して懇親を深

めて参ります。コロナ前は合同委員会､例会後などの会食や各事業を通して､他の室や委員会メンバーと



関わる機会が多かったと記憶しておりますが､現在はそれも困難な状況です。 

この２年以上の空白を埋めるべく､ＪＣ歴の長いメンバー､近年入会のメンバーが同じチームとなり一致

団結する事で卒業予定者も含め､これからも続く青年会議所活動が豊かなものになるよう設えます。こ

の夏期講習を終えると､各委員会の事業が始まります。どの事業も全てのメンバーの協力が無ければ成

功することは難しく､２月例会でも学びました「恩返し､繋がり､人情」をさらに強固にすることで尾道

青年会議所の底力を体現致します。  

  

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    今年の夏期講習では運動会の競技で競う為に､２つのチームに分かれて行います。各チームのキ

ャプテンを卒業予定者（歴の長い順）で選出し､入会年度順に構成します。各競技の順番などを各チーム

で話し合い､勝利に向けて一致団結することでチーム内に共通の目標が生まれ､一日を通して交流が生ま

れるものと考えます。 

 

（８）協議のポイント 

    内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

  

（10）他委員会への依頼事項等 

    会員交流を目的とした内容ですので､一人でも多くのメンバーに出席頂きたいと考えております

ので､各委員会の委員長様には事前に内容の周知等を行って頂き､当日を迎えたいと考えます。 

また､予算内にも仮入会員が参加した場合の人数で組み込んでおりますので､拡大委員会には出席を促す

よう御願い申し上げます。 

  

（11）添付資料 

①事業収支予算書（案） 

②収支予算明細書（案） 

③夏期講習概要 （案） 

④夏期講習 タイムスケジュール (参考資料) 

⑤夏期講習検証シート (参考資料) 

⑥夏期講習 案内文 (参考資料) 

⑦夏期講習 参加表 (参考資料) 

⑧夏期講習 保険御見積 (参考資料) 

⑨尾道ふれあいの里 御見積書 (参考資料) 

⑩グリーンヒルホテル尾道 御見積書 (参考資料) 

⑪原田酒店 御見積書 (参考資料) 

⑫有限会社やすもと 御見積書 (参考資料) 

 

 

第 ６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0 300,000 -300,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0 137,214 -137,214
登 録 料 収 入 0 550,386 -550,386
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 987,600 -987,600

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0 98,810 -98,810 天然温泉 尾道ふれあいの里 / 尾道商工会議所
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 98,810 -98,810
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 111,530 -111,530 (有)原田酒店 / 有限会社やすもと
企 画 費 支 出 30,000 -30,000 ラムールなど
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 141,530 -141,530
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 10,000 -10,000 ダイソー他
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 10,000 -10,000
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 609,840 -609,840 グリーンヒルホテル尾道
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 609,840 -609,840
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 36,000 -36,000 (有)ラブワン
通 信 費 支 出 1,540 -1,540 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 0 89,880 -89,880
0 987,600 -987,600

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

夏期講習 テーマ「膠漆之心 ~夏の大人の大運動会~」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 300,000
事業費繰入収入事業予備費繰入収入 現役会員63名×\2,178- 137,214
登録料収入 現役会員63名×\7,372- 550,386

仮入会員9名×\9,550-

987,600

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出会場費支出 夏期講習会場費 83,910 天然温泉 尾道ふれあいの里
会場設営費支出会場費支出 総会会場費 14,900 商工会議所 大会議室

98,810
企画演出費支出食事代支出 熱中症対策品 33,770 (有)原田酒店
企画演出費支出食事代支出 昼食 77,760 (有)やすもと
企画演出費支出企画費支出 褒章費 30,000 ラムールなど

141,530
本部団関係費支設営費支出 競技用資材一式 10,000 ダイソー他

10,000
懇親会費支出 飲食費支出 コース料理　@5,500円 396,000 グリーンヒルホテル尾道

フリードリンク　@2,200円 158,400 グリーンヒルホテル尾道
サービス料　 55,440 グリーンヒルホテル尾道

609,840
保険料支出 参加者保険費用 36,000 (有)ラブワン

36,000
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 1,540 振込手数料
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 89,880
987,600合　　計　　

収支予算明細書（案）

夏期講習 テーマ「膠漆之心 ~夏の大人の大運動会~」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



膠漆之⼼ - 夏の⼤⼈の⼤運動会 -

チーム編成
・２チーム構成
・ ⼊会年度ごとにチーム分けをし、若⼿・ベテランが交流できる構成とします。
・ 委員会も関係なしに編成

⼤作チーム（安楽城⼤作 2009⼊会）正也チーム（岡本正也 2005⼊会）

・
・
・

・
・
・

５つの競技を通じ、⼊会年度・委員会の垣根を越え、⼀致団結して
同じ⽅向を向き、交流をはかります。

場所：尾道ふれあいの⾥ 運動グラウンド（⾬天時 同体育館）
時間：開始 10:00   終了 16:00

多⽬的グラウンド 体育館

平岡良之（2010⼊会） 今岡正英（2011⼊会）

中司昌克（2011⼊会） ⼤⻄貴明（2012⼊会）

川﨑耕平（2012⼊会） 島⽥元太（2012⼊会）

森川 陵（2012⼊会） ⾼橋建太（2013⼊会）

原⽥知晴（2013⼊会） 歌 ⼀⾏（2014⼊会）

事業概要(案)

膠漆之⼼とは・・・固いきずなで結ばれている友情の例え。
「膠漆」は、にかわとうるしのことで、⾮常に親密で離れがたい事を⾔う。

熱中症対策

・担当医：本多医院 （尾道ふれあいの⾥さま産業医）
尾道市御調町丸河南７２１−１ 0848-76-0036

・尾道ふれあいの⾥さまより無償でテント・氷（氷のう、ドリンクを冷やす）を
提供していただきます

・ドリンク、塩分タブレットを準備
・テント周辺に⼤型扇⾵機、スポットクーラーを設置



競技案
神輿落とすな競争
４⼈１組で２本の棒の上に神輿に⾒⽴てたものをのせ、落とさないよう競争
【ルール】
・３レース勝負で勝利チーム各レース10点
・３レースともメンバーを⼊れ替える

綱引き チーム対抗
【ルール】
・３回勝負で勝利チーム各回10点
・1回ごとに位置を⼊れ替える

ニコドッヂ
【ルール】
・ボールを２個使ったドッヂボール
・内野／外野に分かれ、内野が全員当てられると負け
・３回勝負で勝利チーム各回10点



修練レース
お題をクリアしながら、レースを⾏う。
ぐるぐるバット 布袋ダッシュ 飴探し

全⼒リレー チーム対抗

【ルール】
・各レース 2名ずつ選出し、4名で競います。３レース実施。
・出場順は各回、チーム内で決める
・1位 10点、2位 7点 、3位 5点 4位 ０点

【ルール】
・１⼈100m、アンカーのみ200m⾛っていただきます
・勝利チーム ??点

勝利チーム 終了後、温泉に⼊り、その後、かき氷をプレゼント

各種賞

敗者チーム 終了後、⽚付けを⾏い、その後、温泉に⼊っていただきます

MVP

敢闘賞

盛り上げたで賞

勝利チームから１名、最も勝利に貢献された⽅

敗者チームから１名、特に奮闘されていた⽅

全体の中で、最も盛り上げていた⽅

ボトルキープ券を
プレゼント
※ラムール等

※MVP、敢闘賞、盛り上げたで賞は今岡理事⻑に選出していただきます



利⽤施設

多⽬的グラウンド 資材関連

体育館

温泉

レストラン：かき氷 提供場所



居酒屋の⻘春 概要
場所：グリーンヒルホテル

時間：18:00-20:00

・委員会等の垣根を超えて交流していただきます

料理例

会場は左右で運動会のチームに分け、チームごとにくじ引きをして席を決定します。

フリードリンクメニュー



タイムスケジュール（案） 8/20,（⼟）
事業開始
↓
10:00 理事⻑挨拶（３分）
10:03 委員⻑趣旨説明（１分）
10:04 チーム分け発表・ルール（褒美など）説明（9分）
10:13 選⼿宣誓(3分)
10: 16 準備運動（3分）
↓
10:19 競技開始
① 神輿落とすな競争 説明5分+競技30分 +休憩5分
② ニコドッヂ 説明5分+競技30分 +休憩5分
③ 修練レース 説明5分+競技30分
↓
12:14 昼休憩・作戦会議（51分）
↓
13:05
④ 綱引き 説明5分+競技30分 +休憩5分
⑤ 全⼒リレー 説明5分+競技30分

14:20  競技終了
●敗者チーム
⽚付け（30分）
↓
温泉⼊浴（30分）
↓

○勝利 チーム
温泉⼊浴（30分）
↓
ご褒美（30分）
↓
15:20 検証 @ふれあいの⾥３F会議室
・アンケート記⼊／検証／発表（30分）
・表彰式 MVP発表（5分）
・共創まちづくり委員会総括（3分）
・副理事⻑謝辞（2分）
↓
16:00 ⼤運動会 終了

18:00 居酒屋の⻘春＠グリーンヒルホテル（120分）

8/21（⽇）
8:30〜10:00  例会・定時総会@尾道商⼯会議所



1.　夏期講習を通じて多くのメンバーとの交流を図る事が出来ましたか？

2.　本年度委員会メンバー以外のメンバーと競技をしていく中で

　　チームでの一体感を感じることは出来ましたか？

3.　夏の大人の大運動会を振り返り､下記の内容についてお答えください。

4.　夏期講習を終え､今後のJC活動にどのように活かすことができますか？

競技後

夏期講習検証シート　(参考資料)

はい　　　　　/　　　　　いいえ

はい　　　　　/　　　　　いいえ

チーム内のメンバーとして自分が感じたこと

競技前



尾 青 会 発   号 
                            年  月  日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英  
副理事長   歌 一 行 
委 員 長     平 岡 良 之 

 
 

２０２２年度 夏期講習のご案内(参考資料) 
 

拝啓  向暑の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、本年度夏期講習では、「膠漆之心 ~夏の大人の大運動会~」というテーマで会員交流を目的とし､ 

尾道ふれあいの里にて入会年度順に２チームに分かれ､大運動会を行います。昨今のコロナ禍による活動自粛

などで我々尾道青年会議所も２年以上の間､思うような活動が出来ず､その中で近年入会者含め会員同士の交

流を深めることが難しくなっておりました。しかしこのような状況の中でも屋外で運動会を行うことで十分

に接触に注意し､委員会の垣根を超えて目的達成に向かい会員同士の絆を深めて頂く事で､コロナ禍の現在で

も力強い組織作りの一助となると考えます。 
 万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
 

記 
 

日     時  ２０２２ 年 ８月２０日（土）１０：００～２０：００ 
場     所  【大運動会】１０：００～１６：００ 

天然温泉 尾道ふれあいの里 
          ※当日は現地集合となりますので､自家用車でお越し下さい。 
          ※宿泊は予定しておりませんが､事業終了後､同施設の温泉をご利用頂けます。 
         【居酒屋の青春】１８：００～２０：００ 
          グリーンヒルホテル尾道 
登  録  料  【大運動会】¥１，０８０- 
         【居酒屋の青春】¥７，３７２- 
 
服     装  運動のできる服装（サンダル･スリッパ等不可）及び着替え 
         また､当日の天候によっては同施設の体育館での実施となりますので､その際は当日各委

員長殿へ連絡致しますので､体育館シューズ等､運動のできるシューズを持参下さい。 
 
返 信 締 切  ７月２９日（金） 必着 
 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。 

              尚､出欠連絡については別紙参加表に記載の上､各委員会取りまとめの上､ご回答ください。 

 

 

※当日は感染症対策の御協力を御願い申し上げます。競技への参加中を覗いては､マスクの着用を御願い申し

上げます。また､咳､発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

  ８月２０日（土）１８：００より懇親会の企画もしておりますので､併せてご出席くださいますよう､御願

い申し上げます。      

 

 

 

 

mailto:ojc@urban.ne.jp


尾 青 会 発   号 
                            年  月  日 

仮 入 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英  
副理事長   歌 一 行 
委 員 長     平 岡 良 之 

 
 

２０２２年度 夏期講習のご案内(参考資料) 
 

拝啓  向暑の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、本年度夏期講習では、「膠漆之心 ~夏の大人の大運動会~」というテーマで会員交流を目的とし､ 

尾道ふれあいの里にて入会年度順に２チームに分かれ､大運動会を行います。昨今のコロナ禍による活動自粛

などで我々尾道青年会議所も２年以上の間､思うような活動が出来ず､その中で近年入会者含め会員同士の交

流を深めることが難しくなっておりました。しかしこのような状況の中でも屋外で運動会を行うことで十分

に接触に注意し､委員会の垣根を超えて目的達成に向かい会員同士の絆を深めて頂く事で､コロナ禍の現在で

も力強い組織作りの一助となると考えます。 
 万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

 

日     時  ２０２２ 年 ８月２０日（土）１０：００～２０：００ 
場     所  【【大運動会】１０：００～１６：００ 

天然温泉 尾道ふれあいの里 
          ※当日は現地集合となりますので､自家用車でお越し下さい。 
          ※宿泊は予定しておりませんが､事業終了後､同施設の温泉をご利用頂けます。 
         【居酒屋の青春】１８：００～２０：００ 
          グリーンヒルホテル尾道          
登  録  料  【大運動会】¥１，０８０- 
         【居酒屋の青春】¥８，４７０- 
服     装  運動のできる服装（サンダル･スリッパ等不可）及び着替え 
         また､当日の天候によっては同施設の体育館での実施となりますので､その際は当日各委

員長殿へ連絡致しますので､体育館シューズ等､運動のできるシューズを持参下さい。 
返 信 締 切  ７月２９日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  FAX かメールで事務局まで返信ください。 

              

※当日は感染症対策の御協力を御願い申し上げます。競技への参加中を覗いては､マスクの着用を御願い申し

上げます。また､咳､発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

  ８月２０日（土）１８：００より懇親会の企画もしておりますので､併せてご出席くださいますよう､御願

い申し上げます。      

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

出欠表 

運動会 ⇒ 参加  ･ 不参加 

懇親会 ⇒ 参加  ･ 不参加 

 

 

氏名 :                 

mailto:ojc@urban.ne.jp


参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加 参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加

参加 ・ 不参加

参　加　表

下記表にお名前をご記入の上､参加内容を〇で囲ってください。

委員会名　：　

氏名
8月20日(土)

大運動会 居酒屋の青春





有限会社　原田酒店

TEL: 0848‑22‑2629
chito0316@icloud.com

一般社団法人　尾道青年会議所 
件名 : 飲料水

下記のとおりお見積申し上げます。

お見積金額 ¥ 33,770 -

2022年05月18日

見積番号: 20220518‑001

見積書

品番・品名 数量 単価 金額

アクエリアス 144 120 17,280

天然水 144 100 14,400

塩見タブレット 10 190 1,900

33,580小計

190消費税 

33,770合計

10%対象 1,900 190消費税

対象外 31,680 ―消費税

- 見積書作成サービス



NO
発行日付

220511050003

担当者氏名

水野 申込コード

\609,840
　　　割引合計： \100,000

サービス料合計： \50,400 予約金合計： \0
ご請求額合計

　　消費税合計： \55,440

　　　　　　合計 609,840

　　消費税 55,440

　　サービス料 50,400

　　小計 504,000 100,000

会場費（ボンシェール） 1 100,000 100,000 100,000 100%割引   

フリードリンク 72 2,000 144,000 0

コース料理 72 5,000 360,000 0

ご 利 用 項 目 数量 単 価 金 額 値 引 額 備  考

ご 利 用 日 ご利用人数 ご利用金額 お一人単価

2022年8月20日(土) 72名様 \609,840

見積明細書 Page 1

E10008898-1001

2022/05/17

一般社団法人　尾道青年会議所  様







一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

協議 事項 

 委員会名：会員拡大委員会 

  委員長名：沼尾 一 

（１）議案名 

 仮入会員研修の調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）について 

（２）事業名 

 仮入会員研修 

（３）事業実施に至る背景 

 例年仮入会員に対して座学研修を行い、青年会議所組織や活動目的を説明する場として開いて

おります。一方で座学では伝わりきらない青年会議所の魅力（ＪＣ３信条）が存在していました。

コロナ禍による影響もあり、同期同士の交流もなかなかできないため、同期意識が近年の入会者

は希薄になりやすい現状もあります。 

（４）事業目的（趣旨） 

ａ．（対外） 第１研修では、来年度委員会に所属した際に、スムーズに委員会の幹事として活動  

 できるように座学研修として行います。

第２研修では、仮入会員同士、力を合わせて一つの事業を行うことにより、事業構

  築の流れを知ってもらいます。また、まちづくりの事業を担うことで、尾道の青年会

  議所に所属した際のイメージを具体化させます。

ｂ．（対内） 

（５）事業概要 

  ａ．実施日時 第１研修（座学） ２０２２年 ９月 ８日（木）１９：００～２０：２０ 

  第２研修（出店ブース）２０２２年１０月頃 ９：３０～１７：３０ 

 ｂ．場  所 第１研修（座学）    尾道商工会議所２階大会議室 

 第２研修（出店ブース）尾道駅前緑地帯公園 

  ｃ．予算総額  ￥５０，０００（詳細は別紙予算書） 

  ｄ．参加人員  第１研修（座学） 

内部   ２１名     外部 ０名     計 ２０名 

（内部内訳：２０２３年度理事長予定者１名、人財育成室副理事長１名、 

会員拡大委員会９名、仮入会１０名） 

第２研修（出店ブース） 

内部   ２０名     外部 ０名     計 ２０名 

（内部内訳：人財育成室副理事長１名、会員拡大委員会９名、仮入会１０名） 

  ｅ．動員計画 

  ｆ．外部協力者 

  ｇ．実施組織・推進リーダー  第１研修（座学）     会員拡大委員会 委員 亀田 康寿  

 第２研修（出店ブース）会員拡大委員会 委員 黒瀬 義隆 

  ｈ．実施手順・プログラム 



        ２０２２年 ５月２６日（木） 第５回正副理事長会議 協議 

        ２０２２年 ６月 ６日（月） 第６回理事会     協議 

        ２０２２年 ６月２７日（月） 第６回正副理事長会議 審議 

        ２０２２年 ７月 ６日（水） 第７回理事会     審議 

        ２０２２年 ９月 ８日（木） 第１研修（座学）     実施 

        ２０２２年 １０月頃     第２研修（出店ブース）実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

第１研修ではＪＣＩクリード、ＪＣＩミッション、ＪＣＩビジョンの意味と実際に登壇する際の

礼儀作法を学ぶ場とします。なお、感染状況に応じて、随時ＺＯＯＭにてオンライン形式での研修

に切り替えられるようにします。 
    第２研修では「創立６５周年記念事業」の出店ブースを１コマ利用し、仮入会員が一同に集い、

議論して事業に参加してもらい、まちに奉仕している３信条の内容に触れてもらいます。コロナの

感染状況により延期となった場合、企画した店舗を計画通り出店できるよう、当委員会でフォロー

していきたいと思います。 
 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    コロナ禍における状況下で、同期入会者の親睦を作り出すことが難しい状況にありました。そこ

で今年度は実際に議論し、まちのために活動する事業に参加し、尾道青年会議所の一員として体感

することで、会員としての自覚が芽生えるように工夫しました。座学については、近年と同様に、

１日に集中して研修を行うことで、出席率向上を目指します。理解して頂きたいポイントをまとめ、

簡素化した研修用資料にて要点を簡潔に紹介します。配信用資料に関しては、歴史やマナー・ルー

ルなど詳細を紹介しており、研修後に復習して頂けるようにしています。 

    

（８）協議のポイント 

   内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

   対応） 

 

（１０）他委員会への依頼事項等 

    正副推薦者の皆様は、仮入会員に出席のお声がけのご協力をお願いします。 

 

（１１）添付資料 

事業収支予算書（ハイブリット開催）（案） 

収支予算明細書（ハイブリット開催）（案） 

事業収支予算書（完全ＺＯＯＭ）（案） 

収支予算明細書（完全ＺＯＯＭ）（案） 

仮入会員研修 次第（案） 

仮入会員研修 事業概要（案） 

仮入会員研修 会場図（参考資料） 

仮入会員研修 案内文 

尾道商工会議所会議室貸室料金一覧表 

仮入会員研修配布資料（参考資料） 



仮入会員研修_研修用（参考資料） 

第６回理事会 ２０２２年 ６月 ６日 



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 30,000 -30,000 販売収益
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 80,000 -30,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 13,800 13,800 0 尾道商工会議所 2F　大会議室
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 13,800 13,800 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 35,000 -35,000 創立６５周年記念事業出店料、他材料費
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 35,000 -35,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 300 -300 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 300 -300
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 36,200 30,900 5,300
50,000 80,000 -30,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

仮入会員研修(ハイブリット開催)

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰越収入事業費繰越収入 50,000
販売収入 30,000 販売収益

80,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出会場費支出 会場費 13,800 尾道商工会議所 2F大会議室

13,800

企画演出費 企画費支出 プロパンガス 35,000 創立６５周年記念事業出店料、他材料

35,000
資料作成費支出資料費支出 ３円×２０人×５枚 300 事務局

300

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 30,900
80,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

仮入会員研修(ハイブリット開催)

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 30,000 -30,000 販売収益
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 80,000 -30,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 13,800 13,800 0 尾道商工会議所 2F　大会議室
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 13,800 13,800 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 35,000 -35,000 創立６５周年記念事業出店料、他材料費
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 35,000 -35,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 300 -300 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 300 -300
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0
保 険 料 支 出 0
通 信 費 支 出 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0
雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 36,200 30,900 5,300
50,000 80,000 -30,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

仮入会員研修（完全ZOOM）

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出



事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰越収入事業費繰越収入 50,000
販売収入費 30,000 販売収益

80,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出会場費支出 会場費 13,800 尾道商工会議所 2F　大会議室

13,800

企画演出費 企画費支出 プロパンガス 35,000 創立６５周年記念事業出店料、他材料費

35,000
資料作成費支出資料費支出 ３円×２０人×５枚 300 事務局

300

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 30,900
80,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

仮入会員研修（完全ZOOM）

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



一般社団法人 尾道青年会議所 

２０２２年度 仮入会員研修 次第（案） 

第１研修  座学 

日時：２０２２年 ９月  ８日（木）  １９：００～２０：２０ 

場所：尾道商工会議所２階大会議室 

 

開会                                    １９：００ 

国歌並びにＪＣソング斉唱 

ＪＣＩクリード唱和 

ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

  

出席者の確認                                １９：１０ 

 

配布資料の確認                               １９：１３ 

 

理事長挨拶                                 １９：１５ 

 

２０２３年度理事長予定者挨拶                        １９：２０              

              

仮入会研修 

    １９：２５ 

             （ＪＣの組織について） 

               （ＪＣの三信条・宣言文・綱領について） 

               （ＪＣＩクリード・ミッション・ビジョンについて） 

               （ＪＣ用語について） 

                         （例会・委員会・年間行事について）     

               （例会のルール及びマナーについて） 

               （委員会運営について） 

                （委員長・副委員長・委員・幹事について） 

               （出向について） 

質疑応答                            ２０：０７ 

報告連絡事項                          ２０：１７ 

閉会                              ２０：２０                      



第２研修 出店ブース 

日時：２０２２年１０月頃 ９：３０～１７：３０ 

（ 販売時間１０：３０～１６：３０ ） 

場所：尾道駅前緑地帯公園 

 

委員長挨拶                                ９：３０ 

店長挨拶（黒瀬） 

ブース準備開始                           

 

ブース販売開始                         １０：３０ 

 

ブース終了                           １５：００ 

片付け                              

 

副理事長謝辞                          １６：２５ 

（終了後は、周年事業に合流） 

 

 

 

準備参考スケジュール 

日程 想定スケジュール予定（案） 

  ７月 ４日（月）１９：００～２１：００  自己紹介／グループライン作成 etc 

  ８月 ２日（火）１９：００～２１：００  メニュー決定／店舗名決定／看板デザイン etc 

  ９月 ２日（金）１９：００～２１：００ 原価計算／試食 etc 

１０月 ３日（月）１９：００～２１：００  当日の準備／タイムスケジュール etc 

１０月頃     １９：００～２１：００ 当日本番 

 

 



仮入会員研修 概要（案） 

 

【 第１研修 】 座学 

日時：２０２２年 ９月 ８日（木） １９：００～２０：２０ 

場所：尾道商工会議所２階大会議室 

 

目的：通常時はハイブリット開催で行います。仮入会員研修_研修用 PP を用いながら、委

員会メンバーによる説明とお手本を見たのち、仮入会委員にも実践してもらいます。仕事

の都合で参加が難しいメンバーもＺＯＯＭでの参加を積極的に呼びかけできるような設え

とします。 

※緊急事態宣言、蔓延防止措置が発令された場合は、完全ＺＯＯＭに切り替えます。完全

ＺＯＯＭ場合は、登壇・降壇はお手本のみとし、資料は郵送にて対応させていただきます。 

 

研修内容 

① ＪＣの組織について 

② ＪＣの三信条・宣言文・綱領について 

③ ＪＣＩクリード・ミッション・ビジョンについて 

④ 例会・委員会・年間行事・ＪＣ用語説明 

⑤ 例会のルール、マナーについて 

⑥ 委員会運営について 

⑦ 委員長・副委員長・委員・幹事について 

⑧ 出向について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 第２研修 】 出店ブース 

日時：２０２２年 ９月頃 ９：３０～１７：３０ 

（ 販売時間１０：３０～１６：３０ ） 

場所：尾道駅前緑地帯公園 

 

目的：研修を通じ仮入会員同士、力を合わせて絆を深め、仲間意識の向上を図る。 ８～９

月中に集まれる機会を設け、メニュー決め、試食会を通じ懇親を深め、仮入会員が一致団

結して９月頃開催の創立６５周年記念事業を迎えられるよう、会員拡大委員会として責任

を持ってサポートします。  

 

①準備研修において、決定した役職（店長・副店長×２・会計・連絡役・店員×５）で分

担して作業を行う。 

＊フォローに当委員会メンバーの推進リーダ１名、当委員会メンバーを２人配置する。 

 

②鉄板のブースを開いてもらう。設営・材料費等の費用は３５，０００円以内とする。  

＊鉄板のガスコンロ・鉄板については観光協会より借用、机・椅子・テントは創立６５周

年記念事業の方で準備して頂く。 

 

 ③メニュー、販売価格、個数、広報などは仮入会員同士が相談し事前に決定してもらう。 

＊現役メンバーは極力手を加えず見守ること。どうしても解決できない時のみ助言する。  

＊売り上げが目的ではなく、限られた予算の中で来場者に喜んで頂くことを目的として、 

事業の組み立て方を実践的に学ぶ。  

 

④最低２回程度のミーティングを開く。  

＊店長・副店長を中心に招集し、フォローの現役メンバーも１名は必ず入る。  

 

⑤売上金については黒字が出ないように販売単価・個数を設定してもらい、全額、青年会

議所の会計へ繰り入れることとする。 

 

出店ブース協力イメージ（参考資料） 

・ソフトドリンク・お酒（おだ酒店） 

・飲食鉄板焼き（てまり） 

・茶葉販売（ＴＥＡ Ｆａｃｔｏｒｙ ＧＥＮ） 

 



　　２０２２年度　仮入会員研修　会場図（参考資料）

　

演台

司会

カメラ

看板＆スクリーン

仮入会員

仮入会員会員拡大委員会（ＰＰ）

仮入会員

会員拡大委員会

仮入会員仮入会員

会員拡大委員会



 
 

尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  仮入会員研修のご案内（ハイブリット開催） 
 

拝啓 仲秋の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度仮入会員を対象とし仮入会員研修を開催致します。研修において青年会議所の活動・

運動を理解して頂くと共に、皆様がこれから正会員としてご活躍して頂くための手引きでもあり、同期入会 
メンバーとの交流を深める場でもあります。つきましては、現役会員の皆様から仮入会員の皆様へのお声掛 
けして頂くと共に、下記の要綱にて開催致しますので万章お繰り合わせの上、ご出席下さいますようお願い

申し上げます。 
敬 具 

記 
日     時  ２０２２年 ９月 ８日（木）１９：００～２０：２０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺２０枚程度 
服     装  クールビズ （ノーネクタイ・ジャケット着用、シャツ：襟付きシャツ着用、 

ズボン：ジャージ・ジーンズ・短パン不可、靴：サンダル 不可） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  各自、FAX かメールで事務局まで返信ください。 

お問い合わせ先  (一社)尾道青年会議所 ＴＥＬ 0848-20-1110 

                  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

※ハイブリット開催のため、ＺＯＯＭ参加希望の方は、ＰＣ でのご参加をお願いしています。 

（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd=ZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09 

ミーティング ID: 840 0361 2250 

パスコード: 358629                                             

以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

２０２２年 ９月 ８日（木） 
 
 

仮入会研修 に     出席  ・  出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 
 
              お名前：                 

mailto:ojc@urban.ne.jp
https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd%3DZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw2tM6fzNIyuS_j5zYTEaKEi


 

尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

仮 入 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  仮入会員研修のご案内（ハイブリット開催） 
 

拝啓 仲秋の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度仮入会員を対象とし仮入会員研修を開催致します。研修において青年会議所の活動・

運動を理解して頂くと共に、皆様がこれから正会員としてご活躍して頂くための手引きでもあり、同期入会 
メンバーとの交流を深める場でもあります。つきましては、現役会員の皆様から仮入会員の皆様へのお声掛 
けして頂くと共に、下記の要綱にて開催致しますので万章お繰り合わせの上、ご出席下さいますようお願い

申し上げます。 
敬 具 

記 
日     時  ２０２２年 ９月 ８日（木）１９：００～２０：２０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺２０枚程度、筆記用具・JC 手帳   
服     装  クールビズ （ノーネクタイ・ジャケット着用、シャツ：襟付きシャツ着用、 

ズボン：ジャージ・ジーンズ・短パン不可、靴：サンダル 不可） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  会員拡大委員会 沼尾 一宛 

              Ｍａｉｌ  h_nmo@numao.net 

お問い合わせ先  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

                  又は、お知り合いの青年会議所メンバーにお問い合わせください。 

※ハイブリット開催のため、ＺＯＯＭ参加希望の方は、ＰＣ でのご参加をお願いしています。 

（スマートフォン・タブレットはご遠慮ください。） 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd=ZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09 

ミーティング ID: 840 0361 2250 

パスコード: 358629                                                       

以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

２０２２年 ９月 ８日（木） 
 
 

仮入会研修 に    出席  ・  出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 

 
 
              お名前：                 
 

https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd%3DZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw2tM6fzNIyuS_j5zYTEaKEi


 

尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  仮入会員研修のご案内（完全ＺＯＯＭ） 
 

拝啓 仲秋の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度仮入会員を対象とし仮入会員研修を開催致します。研修において青年会議所の活動・

運動を理解して頂くと共に、皆様がこれから正会員としてご活躍して頂くための手引きでもあり、同期入会 
メンバーとの交流を深める場でもあります。なお、昨今の状況を鑑み完全ＺＯＯＭでのオンライン形式にて

実施します。万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

日     時  ２０２２年 ９月 ８日（木）１９：００～２０：２０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺２０枚程度 
服     装  クールビズ （ノーネクタイ・ジャケット着用、シャツ：襟付きシャツ着用、 

ズボン：ジャージ・ジーンズ・短パン不可、靴：サンダル 不可） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  各自、FAX かメールで事務局まで返信ください。 

お問い合わせ先  (一社)尾道青年会議所 ＴＥＬ 0848-20-1110 

                  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd=ZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09 

ミーティング ID: 840 0361 2250 

パスコード: 358629                                             

以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 
 

２０２２年 ９月 ８日（木） 
 
 

仮入会研修 に  出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 
 
              お名前：                 
 
 
 

mailto:ojc@urban.ne.jp
https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd%3DZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw2tM6fzNIyuS_j5zYTEaKEi


尾 青 会 発   号 
                            ２０２２年 ６月 ７日 

仮 入 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英 
副理事長 高 橋 建 太 
委 員 長     沼 尾  一  

 
 

 

  仮入会員研修のご案内（完全ＺＯＯＭ） 
 

拝啓 仲秋の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度仮入会員を対象とし仮入会員研修を開催致します。研修において青年会議所の活動・

運動を理解して頂くと共に、皆様がこれから正会員としてご活躍して頂くための手引きでもあり、同期入会 
メンバーとの交流を深める場でもあります。なお、昨今の状況を鑑み完全ＺＯＯＭでのオンライン形式にて

実施します。万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

日     時  ２０２２年 ９月 ８日（木）１９：００～２０：２０ 
場     所  尾道商工会議所 ２Ｆ 大会議室 
持  参  品  名刺２０枚程度、筆記用具・JC 手帳   
服     装  クールビズ （ノーネクタイ・ジャケット着用、シャツ：襟付きシャツ着用、 

ズボン：ジャージ・ジーンズ・短パン不可、靴：サンダル 不可） 
返 信 締 切  ６月３０日（木） 必着 
返  信  先  会員拡大委員会 沼尾 一宛 

              Ｍａｉｌ  h_nmo@numao.net 

お問い合わせ先  会員拡大委員会   沼尾 一 090-4104-8272 

                  又は、お知り合いの青年会議所メンバーにお問い合わせください。 

ZOOM コード 
https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd=ZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09 

ミーティング ID: 840 0361 2250 

パスコード: 358629                                                       

以上 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

２０２２年 ９月 ８日（木） 
 
 

仮入会研修 に   出席(ZOOM)  ・ 欠席 
 

 
 
 
              お名前：                 
 
 
 

https://www.google.com/url?q=https://us02web.zoom.us/j/84003612250?pwd%3DZDNZN24rOTNUaUlhRVMvSGlWM3FhUT09&sa=D&source=calendar&usd=2&usg=AOvVaw2tM6fzNIyuS_j5zYTEaKEi




一般社団法人尾道青年会議所
２０２２年度
仮入会員研修

■国歌斉唱
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The Creed of Junior Chamber International

We believe;

That faith in God gives meaning and purpose to human life;

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;

That economic justice can best be won by free men through free 

enterprise;

That government should be of laws rather than of men;

That earth’s great treasure lies in human personality; and

That service to humanity is the best work of life.

■JCI Creed 唱和
ザ クリード オブ ジュニア チャンバー インターナショナル

ウィー ビリーブ

ザット フェイス イン ゴッド ギブズ ミーニング アンド パーパス トゥ ヒューマンライフ

ザット ザ ブラザーフッド オブ マン トランセンズ ザ サーバレンティー オブ ネイションズ

ザット エコノミック ジャスティス キャン ベスト ビー ワン バイ フリー メン スルー フリー エンタープ

ライズ

ザット ガバメント シュッド ビー オブ ロウズ ラザー ザン オブ メン

ザット アースズ グレイト トレジャー ライズ イン ヒューマン パーソナリティー アンド

ザット サービス トゥ ヒューマニティ イズ ザ ベスト ワーク オブ ライフ

■JCI Mission 【原文】唱和

JCI Mission

To provide development opportunities 

that empower young people 

to create positive change

ジェイ シー アイ ミッション

トゥ プロバイド デベロップメント オポチュニティーズ

ザット エンパワー ヤング ピープル

トゥ クリエイト ポジティブ チェンジ

【和訳】

青年が積極的な変革を創造し開拓するために、
能動的に活動できる機会を提供する。

■JCI Vision 【原文】唱和

JCI Vision

To be the leading global network of

young active citizens

ジェイ シー アイ ビジョン

トゥ ビー ザ リーディング グローバル ネットワーク オブ

ヤング アクティブ シチズンズ

【和訳】

青年の行動的市民活動を支援する
国際的なネットワークをもつ先導的機関となる。



JC宣言

日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

綱 領

われわれＪＡＹＣＥＥは

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者 相集い力を合わせ

青年としての

英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう



一般社団法人尾道青年会議所

２０２２年度

仮入会員研修

① ＪＣの組織
② ＪＣの三信条・宣言文・綱領
③ ＪＣＩクリード・ミッション・ビジョン
④ ＪＣ用語説明
⑤ 例会のルール、マナー
⑥ 委員会運営について
⑦ 委員長・副委員長・幹事の役割について
⑧ 出向について

① ＪＣの組織について

一人の青年の核心から一世紀

3

ヘンリー・ギッセンバイヤ・ジュニア
（１８９２～１９３５）
１９１５年１０月１３日

進歩的青年市民協会（ＹＭＰＣＡ）設立
ＪＣ運動が始まる

■国際青年会議所（ＪＣＩ）の発足

Junior Chamber International ＝ 国際青年会議所

１２８の国と地域が加盟。会員数１５万人以上

■日本青年会議所（日本ＪＣ）の発足

１９５１年
日本青年会議所 発足

６９２の市町村に存在
会員数３３，０００人以上

■日本青年会議所の組織（地区協議会・ブロック協議会）

地区協議会
ブロック協議会を含み、
主に地区内を拠点とした活動を
行っている

北海道地区協議会

東北地区協議会

北信越地区協議会

関東地区協議会

東海地区協議会

近畿地区協議会

九州地区協議会

沖縄地区協議会

四国地区協議会

広島ブロック協議会

山口ブロック協議会

岡山ブロック協議会

島根ブロック協議会

鳥取ブロック協議会

中国地区協議会



■青年会議所の組織（広島ブロック協議会）

広島

三次
庄原

大竹 呉

東広島

竹原
尾道

三原

因島

福山
府中

１２ＬＯＭ

ブロック協議会
主に各県内を拠点とした活動を行なっている

広島ブロック協議会

広島県内の青年会議所

●広島青年会議所

●呉青年会議所

●三次青年会議所

●尾道青年会議所

●福山青年会議所

●三原青年会議所

●府中青年会議所

●庄原青年会議所

●竹原青年会議所

●因島青年会議所

●大竹青年会議所

●東広島青年会議所

■青年会議所の組織

尾道市

尾道市に
一般社団法人尾道青年会議所がある

■青年会議所の組織

広島ブロック協議会

尾道ＬＯＭ

中四国地区協議
会

日本青年会議所

ＪＣＩ

LOGO

青年会議所（JC：Junior Chamber）とは

 「明るい豊かな社会」の実現を同じ
理想とし、次代の担い手とした責任
をもった20歳から40歳までの指導者
となるべく青年の団体。

 青年会議所の特徴は単年度制である
という事です。

 毎年、尾道青年会議所の方針を決め
る立場にある理事長より理事長所信
〈基本理念〉と〈基本方針〉がうち
出され、一年間その所信に沿った内
容で事業を計画し実行します。

②三信条
JC宣言文
綱領
について

■青年会議所の理念
青年会議所の理念は、JC三信条、JC綱領、JC宣言に記載されています。



■三信条とは

奉仕

修練

友情

世界との友情

個人の修練

社会への奉
仕

ＪＣの会員は、常にこの三信条を心のスタンスとして
もって行動をしています。

ＪＣ綱領は、ＪＣメンバーの意志を統一し、日本

青年会議所のあり方を再認識するため１９６０年

に日本独自のものとして制定されました。

この綱領には、青年会議所としての理念を確立

し、ＪＣメンバー個々人の運動目標を明確に位置

づけたものです。

■ＪＣ綱領とは

ＪＣ宣言は、綱領と並ぶＪＣメンバーの目指すべき基本として

あげられ、混沌（エネルギーが充満したニュートラルな状態）から、

切り拓き、そして率先して行動することがＪＣの使命であり存在意

義であるとしています。

この宣言は、時代に即した宣言とするため２０２１年に改訂され

現在の宣言となりました。

全国の青年会議所は、ＪＣ綱領を基にＪＣ宣言によって社会との

約束を行い、「明るい豊かな社会」という目標に向って行動してい

ます。

■ＪＣ宣言文とは

JC宣言

日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

綱 領

われわれＪＡＹＣＥＥは

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者 相集い 力を合わせ

青年としての

英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

登壇・降壇の方法

①名前を呼ばれたら大きな声で返事

②理事長・副理事長達に一礼

③登壇後に国旗に一礼

④JC宣言文などを朗読（挨拶・乾杯なども）

⑤降壇前に国旗に一礼

⑥理事長・副理事長達に一礼

⑦着席

例会等で登壇・降壇をする時は、



JC宣言文朗読並びに綱領唱和の方法

例会等でJC宣言文朗読並びに綱領唱和をする時は、

①代表者が指名され前に登壇します。

②登壇者が「JC宣言」を全文読みます。

③続いて登壇者が「綱領」と一言言います。

④「我々JAYCEEは～築き上げよう」を
皆さんで一緒に唱和します。

■JC宣言文朗読並びに綱領唱和

登壇～朗読～降壇の
練習をしてみましょう！

まずは委員会メンバーが
見本を見せますので、

その後皆さんで練習しましょう。

JC宣言

日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

綱 領

われわれＪＡＹＣＥＥは

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者 相集い 力を合わせ

青年としての

英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

③ JCI Creed
JCI Mission
JCI Vision
について

JCI Creedの正式名

「The Creed of Junior Chamber International」
・Creed ・・・ 綱領
・Junior Chamber ・・・ 青年会議所
・International ・・・ 国際的

■JCI Creedとは

国際青年会議所の綱領



The Creed of Junior Chamber International

We believe;

That faith in God gives meaning and purpose to human life;

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;

That economic justice can best be won by free men through free enterprise;

That government should be of laws rather than of men;

That earth’s great treasure lies in human personality; and

That service to humanity is the best work of life.

■JCI Creed【原文】

第一節：
That faith in God gives meaning and purpose to human life

信仰は人生に意義と目的を与え

第ニ節：
That the brotherhood of man

transcends the sovereignty of nations

人類の同胞愛は国家の主権を超越し

第三節：
That economic justice can best be won

by free men through free enterprise

正しい経済の発展は自由経済社会を通じて最もよく達成され

■JCI Creed 和訳

第四節：
That government should be of laws rather than of men

政治は人によって左右されず法によって運営されるべきものであり

第五節：
That earth’s great treasure lies in human personality; and

人間の個性はこの世の至宝であり

第六節：
That service to humanity is the best work of life.

人類への奉仕が人生最善の仕事である。

■JCI Creed 和訳

例会等でJCI Creedの唱和をする時は、

①代表者が指名され前に登壇します。

②登壇者が「The Creed of Junior Chamber International」
と言います。

③ 「We believe」から皆さんで一緒に唱和します。

■JCI Creedの唱和方法

■JCI Creed 唱和

登壇～朗読～降壇の
練習をしてみましょう！

まずは委員会メンバーが
見本を見せますので、

その後皆さんで練習しましょう。

The Creed of Junior Chamber International

We believe;

That faith in God gives meaning and purpose to human life;

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;

That economic justice can best be won by free men through free enterprise;

That government should be of laws rather than of men;

That earth’s great treasure lies in human personality; and

That service to humanity is the best work of life.

■JCI Creed 唱和

ザ クリード オブ ジュニア チャンバー インターナショナル

ウィー ビリーブ

ザット フェイス イン ゴッド ギブズ ミーニング アンド パーパス トゥ ヒューマンライフ

ザット ザ ブラザーフッド オブ マン トランセンズ ザ サーバレンティー オブ ネイションズ

ザット エコノミック ジャスティス キャン ベスト ビー ワン バイ フリー メン スルー フリー エンタープライズ

ザット ガバメント シュッド ビー オブ ロウズ ラザー ザン オブ メン

ザット アースズ グレイト トレジャー ライズ イン ヒューマン パーソナリティー アンド

ザット サービス トゥ ヒューマニティ イズ ザ ベスト ワーク オブ ライフ



■JCI Mission並びにJCI Visionの目的

前向きな変化を創りだすのに必要な

を行う機会を青年に与え、地球社会の発展に寄与すること

指導力の開発

社会的責任

起業家精神

友情の促進

■JCI Mission【原文】唱和

JCI Mission

To provide development opportunities 

that empower young people 

to create positive change

ジェイシーアイミッション

トゥ プロバイド デベロップメント オポチュニティーズ

ザット エンパワー ヤング ピープル

トゥ クリエイト ポジティブ チェンジ

【和訳】

青年が積極的な変革を創造し開拓するために、
能動的に活動できる機会を提供する。

■JCI Vision【原文】唱和

JCI Vision

To be the leading global network of

young active citizens

ジェイシーアイビジョン

トゥビーザ リーディンググローバルネットワークオブ

ヤング アクティブ シチズンズ

【和訳】

青年の行動的市民活動を支援する
国際的なネットワークをもつ先導的機関となる。

例会等でJCI Mission並びにJCI Visionの唱和をする時は、

①代表者が指名され前に登壇します。

②登壇者が「JCI Mission」 と言います。

③「To provide」から皆さんで一緒に唱和します。

④続いて登壇者が「JCI Vision」 と言います。

⑤「To be the」から皆さんで一緒に唱和します。

■JCI Mission並びにJCI Visionの唱和方法

■ JCI Mission並びに
JCI Visionの唱和

登壇～朗読～降壇の
練習をしてみましょう！

まずは委員会メンバーが
見本を見せますので、

その後皆さんで練習しましょう。

■JCI Mission並びにJCI Vision唱和

JCI Mission

To provide development opportunities 

that empower young people 

to create positive change

ジェイシーアイミッション

トゥ プロバイド デベロップメント オポチュニティーズ

ザット エンパワー ヤング ピープル

トゥ クリエイト ポジティブ チェンジ

JCI Vision

To be the leading global network of

young active citizens

ジェイシーアイビジョン

トゥビーザ リーディンググローバルネットワークオブ

ヤング アクティブ シチズンズ



JCI CreedとJCI Mission並びにJCI Vision、ＪＣ宣言、綱領は、

例会や、総会、委員会といった会議体の最初に、出席者全

員で唱和します。

JCI CreedとJCI Mission並びにJCI Vision、綱領については、

全文を覚えておくようにしてください。

お手元のCDにそれぞれ入っているので、耳で聞いて覚え

ましょう。

■JCI Creed等の習得・暗記について

④ JC用語説明

・合同委員会

尾道青年会議所では原則として、1月と12月を除く毎月2日に

各委員会の意見調整、例会の補完機関等の目的で合同委員

会を開催する。ただし、必要に応じ、理事会の議決を経てこ
れを変更する場合もある。場所はその都度決定する。

・室合同委員会

尾道青年会議所では、次年度の委員会構成が決定した後、

最初の合同委員会の場として室合同委員会を設けている。

・卒業生スピーチ

尾道青年会議所では、年末が近づいてくると合同委員会内で

卒業生から送る言葉を語るスピーチの時間が設定されている。

⑤例会のルールおよび
マナーについて

尾道青年会議所の会議には、総会・理事会・例会・委員会がある。

その中で例会は年間を通して１２回の開催を予定しています。

■例会とは

一般社団法人尾道青年会議所 定款

第６章 例会及び委員会

第４８条（例会） 本会は、毎月１回以上（年１２回以上）例会を
開催する。

現在年１～２回程度、一般参加者を募ったオープン例会を実施している

第２条 例会（定款第４８条）

例会の開催日は下記の通りとする

■一般社団法人尾道青年会議所 運営規程

（１）日時 毎月１６日 午後７時〜９時
（２）場所 尾道国際ホテル

日時、場所は必要に応じて理事会の議決を経て
変更することが出来る。

（３）進行 当該年度理事長が所轄する委員会を決定する



①全会員にとって情報の共有・循環を図ることのできる重要な場

②尾道青年会議所活動の根幹を担う場

③会員相互のコミニュケーションの場

④会員各自の自己研鑽の場

⑤会員の資質向上を目指し、会員個人の啓発意識を高め、更なる青年

経済人（まちづくり企業家）としての自覚と責任を確立させる場

■例会のもつ意味

⑥委員会運営について

■２０２２年度委員会 組織図

・委員会とは・・・
青年会議所の中で事業、例会等を担当するそれぞれのグループで
す。
他LOMにも委員会はあり、出向先のブロックや、地区、日本青年
会議所でも委員会があります。

■委員会運営について ■委員会運営について

＜委員会運営の基本的な考え方（一部抜粋）＞

１．委員会運営は当該年度の理事長方針に則したものとする。

２．委員会運営は委員長・副委員長・幹事・委員の協力によって

成り立つ。

３．事業遂行には担当委員会とメンバー全員との密なる連絡と協力

が必要。



■委員会運営について

４．予定者の段階で方針や事業計画を周知徹底することが望ましい。

５．委員会開催にあたっては目的を明確にし、次第などの準備を行

う事が望ましい

６．委員長報告など委員会内での情報共有を密に行う必要がある。

７．卒業予定者を大切にする

⑦ 委員長、副委員長、
幹事の役割について

・委員長の役割・・・

■委員長について

１．委員長は当該年度の理事長方針に即した委員会の基本方針・

事業計画を作成し遂行する。

２．委員長は委員会を代表し会務を総括する。

３．委員長は理事会に出席し、尾道JCの運営・事業に関わる

諸事項について議決権を行使する。

and more・・・

・副委員長の役割・・・

■副委員長について

１．副委員長は委員長を補佐し、万一事故ある時はその職務を

代行する。

２．副委員長は事業計画を具体化させるために担当職務を掌握

し会務をする。

and more・・・

・委員の役割・・・

■委員について

１．尾道ＪＣメンバーとして事業計画遂行には英知と勇気と情熱

を持って参画する。

２．委員会決定された事業計画は各委員が責任を持って研究し

遂行する。

３．委員会からの通知・資料・文献・議事録には必ず目を通し、整理・

保管し委員会に持参する。

４．委員会・例会・諸事業の出欠返信は必ず行う。やむを得ず

欠席・遅刻する場合は事前に幹事に連絡をする。

５．尾道JCはもちろんのこと、JC関係が行う行事へ積極的に参加する。

・幹事の役割・・・

■幹事について

１．幹事は正副委員長を補佐し、諸事項を遂行する。

２．幹事は委員長の指示に従い、委員会の資料を作成する。

３．幹事は正副委員長と調整しながら、委員会事業の遂行に

伴う資料を作成する。

４．幹事は委員会議事録の作成・提出に関わる諸事項を委員長の

指示によって行う。

５．幹事は副委員長の行う会計業務を補佐する。

６．幹事は委員会開催に必要な会場を確保し事前準備・設営をする。



・幹事の役割・・・

■幹事について

７．幹事は委員会の開催案内を委員会メンバー・担当副理事長・

関係者に連絡をする。

８．幹事は委員会・例会・諸事業に対する委員会メンバーの出席・

欠席の確認をし、正副委員長に報告する

９．幹事は委員会に必要な備品の調達並びに管理をする。

10．幹事は委員会における懇談会・懇親会の設営を担当する。

11．幹事はその他委員会の運営に伴う諸事項に対し、正副委員長

の補佐をする。

⑧出向について

■出向について

国際青年会議所

公益社団法人
日本青年会議所

公益社団法人
日本青年会議所
中国地区協議会

公益社団法人
日本青年会議所
中国地区
広島ブロック協議会

感謝でつながるまちをつくり愛で溢れ
る中国の実現

■公益社団法人日本青年会議所中国地区
広島ブロック協議会

２０２２年度
第５２代会長
山田 章夫君

■公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会

第６８代会長
澤田健吾君

本年度中国地区協議会は基本理念を「感謝でつながるまちをつ
くり愛で溢れる中国の実現」として運動を展開しています。

実施した主な事業

中国地区コンファレンス２０２２in松
江
Evolution～価値観の違いを乗り越え
実現する多様性溢れる中国地方～

■公益社団法人日本青年会議所

第７１代 会頭
中島 土君

基本理念

輝く個が切り拓く
真に持続可能な国

日本の創造

基本方針
１．質的価値追求による自立した地域の創造
２．地域の多様性が織り成す柔靭な国家の確立
３．ニューノーマルの世界を先駆ける国際戦略の推進
４．未来ビジョンと自己生成による能動的組織の進化
５．運営力向上とブランディングによる組織基盤の強化



■国際青年会議所（JCI）

ＮＯＭ：ベネズエラ

２０２２年度 ＪＣＩ会頭
アルジェニスアングロ君

ご清聴ありがとうございました



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

報告依頼 事項 

  委員会名：会員拡大委員会 

  委員長名：沼尾 一

（１）議案名

しまなみ３ＪＣの事業報告（案）について

（２）事業名

テーマ「しまなみ３ＪＣゴルフコンペ」

（３）概要

  ａ．実施日時 ２０２２年１０月 １日（土）  

  ｂ．場  所 ゴルフ：尾道うずしおカントリークラブ

（ 尾道市原田町梶山田１０６９）

懇親会：グリーンヒル尾道

（ 尾道市東御所町９−１）

  ｃ．予算総額  ゴルフ：￥９,０００（プレー費＋参加費） 

懇親会：￥９,０００（懇親会費） 

  ｄ．参加人員  

 （内部内訳 理事長１名 副理事長１名  専務理事１名  セクレタリー 1 名 会員拡大委員会８名 ） 

 （外部内訳 因島青年会議所 １０名 今治青年会議所 １０名） 

   内部   １２名     外部   ２０名     計 ３２名 

  ｅ．動員計画 

  ｆ．外部協力者 因島青年会議所 

今治青年会議所 

  ｇ．実施組織・推進リーダー 会員拡大委員会   委員 亀田 康寿 

委員 田井  清正 

  ｈ．実施手順・プログラム 

２０２２年 ６月 ６日（月）  第６回理事会 報告依頼

２０２２年１０月 １日（土）  実施

（４）報告内容

しまなみ海道は、１９９９年に全ての橋が繋がり一本の道となり、四国までの往来が船以外でも

できるようになりました。橋という道が出来て人の往来が活発になり様々な交流が行われてきまし 

た。そこで、しまなみ３ＪＣの懇親も深めるために尾道の地にてゴルフコンペを実施します。メン 

バーと同じ時間を共有することにより、お互いの友情が深まるものと考えます。その後、会場をグ

リーンヒル尾道に移し、ゴルフ大会の結果を表彰・懇親会としまなみ３ＪＣ引継ぎ式を行います。

例年は、懇親会を目的としたしまなみ３ＪＣの集まりとは別日に、引継ぎ式を行っておりました

が、しまなみ３ＪＣの円滑な運用方法を模索する中で今年度についてはあたらなる形式（懇親会・

引継ぎ式を同日開催）で行います。 

（５）他委員会への依頼事項等

当委員会での対応といたします

（11）添付資料

しまなみ３ＪＣ案内文（案）

しまなみ３ＪＣ会場レイアウト（案）

 第６回理事会議 ２０２２年 ６月 ６日 



 

                            ２０２２年  月  日 

公益社団法人今治青年会議所 各位  

一般社団法人因島青年会議所 各位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理 事 長     今 岡 正 英   

副理事長 高 橋 建 太 

委 員 長     沼 尾  一  

  しまなみ３ＪＣのご案内 

 

拝啓 中秋の候、皆様におかれましては益々ご活躍のことと、お慶び申し上げます。この度、しまなみ３ＪＣ

の益々の懇親を深めるためにゴルフコンペと懇親会を企画いたしました。 懇親会の会場は、日本遺産にも指

定された尾道水道と皆様のふるさとへと続く尾道水道を臨むグリーンヒルホテル尾道を準備いたしました。 

公私ともご多忙の事と存じますが、多数ご参加下さいますよう宜しくお願い申しあげます。 なお、ゴルフに

ご都合のつかない方は、懇親会だけでもご参加頂ければ幸いに存じます。  

敬具 

記 

 

日     時  ２０２２ 年１０月 １日（土） 

場     所  【ゴルフコンペ 尾道うずしおカントリークラブ】 

          尾道市原田町梶山田１０６９（ＴＥＬ：0848-38-0041） 

          時 間 ８：３０集合 ９：００スタート  

               料 金 プレー費 + 参加費 ９，０００円 昼食代別途                                     

          （ゴルフ場内での飲食は各自でご精算下さい） 

          【懇親会 グリーンヒルホテル尾道】 

          広島県尾道市東御所町９−１ （ＴＥＬ：0848-24-0100）  

                   時 間 １８：３０～２０：３０ 受付 １８：００ 

                   料 金 ９，０００円 

返 信 締 切  ９月 ５日（月） 必着 

返  信  先  (一社)尾道青年会議所 FAX 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  各 LOM ごとに取りまとめの上、FAX かメールで事務局まで返信ください。 

※ゴルフプレー時以外の消毒、感染症対策のご協力をお願い申し上げます。 

咳、発熱等の症状がある場合は出席をお控え下さい。 
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